
査調洋
、必－
I昨

大阪湾定線観測

－前年と同じ

観測方法

海洋観測法に準拠

市二
R

F
1
 

一
‘v
 

－n
j

 ・
F
J
H

・

H

・

1

・・田駅
vr’＼
a

J

，

＼
・
プ

r

抗仏・ト民ぃ，ルイ・

JJUUFfH…h，u
u
e

観測定点

海況及び気象表l

栄養塩類表

プランクトン組成表

観測結果

策ユ表

策 2表

第 3表

( 

．－ J・e．．． 
一，．．， 
t～‘－ ． 
・－

山本憲史）毅高橋（担当

’

1
・L
ハツ・九一ザベ
d
r
u
f
k

ぺ’・
y
a
r
－
－
・
島
唖
『
司
J

’

U
γ

・

J

－
－
f

・i
i

・JU
U

仁；ド・
4
1
J

ヘf
1
・z
h
r
a
m
y
－－－
v

-6マー



I 
守J

2 月

観測点 o s 1 I o s 2 

混

!Ji 

;~ 
畳t • q ，、． じ・』・ • - - A ’ 

よ

P,H. 
＂・ v ’『・、ー

？ 

海

況



第 1表 海況及び気象表

1 月

0 S l 0 S 2 τ－；；－下二工－「－；；；一口二汀τユ~寸志τr;-;;-T·－；二。

日 1-22 1-12 

一分 9-45 10-10 

Om  6 .0 6 , 8 

5m  8.ヴ 8 ,"/ 

ー一一一ーー1 0 m 9 .0 

混 15m 9 • 4 

泣E

紫ー

最

p .H. 

O!Il 

5m 

工0!ll 

15n 

Om  
一5 rn 

工Om 

工5m

12.02 工，1-.マ0

16.95 エマ， 00 

工マ．ユ9

lヴ．ワ2

8 .0 8,2 

8 .お 8 .完

8.2 

8.2 

12 ,21 I 14.99 I 1s .66 I ユマ．マ21 1γ ．ママ I1ヴ．ワ2 エマ .86Iユマ .82

：：叩吋：；手当宅三日1三~i
H＋士←トとと十号去十 8・3 I ~J I 8ム十七

8 .3 s-:?3寸一一一寸8 ：γ←ー

海 設 i良 ~ I ートト－t-t←件－：ーーミ斗－
況事一到すれ； I1l Iτ計~~~子十五訂正十三干；；i
気 I三 ti H 」I =t±_i=iゴゴ二午jゴJ二十九二三

日円古川口庁評問Iii－ I ｛ご＼~！義諸会片~斗山→づ－トミ－：H-－｝：子！；：：！会H~ト円引~ii；二： i

， .. 

Ol 



5 月

観 訊リ

月

時
一
水

温

一
塩

素

占
盟じ

？ 
p .H. 

海
波

ウ

況 水
透

気
天
翠

ぞ~

点 0 S 1 

3-14 ~~｛~；三~三「己I~~~二~
11-15 I 安井￥fζ；－~－1－~hュ一昨；11~~「 I－主－~~t~

一一 － 
h6  .50 I J.：：：叫 16マわサわ日十三台｜τ：

出時二~N:£i1 ：：：：：世司三戸；
I s .1 」三三二E三ヨ二~I s.1 I －~－－工云二亘

ヒ； l；：日二万［：：：士子廿計－－~_1.－ト主

主~t！日i日Jf了一γ＋－÷十寸十す十一寸十一汁ーす

~!ft~ ~i5~ ~井三討！？民十；ォ叫：fl；子品千三十l

分

浪 I o 
ネリ 1 0 

色｜欠
明度 I 3.3 1 2.a 

候 I b I b 

量 l o I ユl 形 I -I -i風 向｜ 一一一一二
象 i風力 I o I o「

｜気温 I:'!-_3.竺－. .l ~ 5__.o寸

10-35 

い
一
口
一
日

い
一
日
一
い

• 

16.’19 

8.0 

8,2 

J

一o
一o

ou 

一干

l 

ュ；~ .46 

J.マ.28

1ワ .33



会月

観 渡t

月

f~ 

温

法1
表

量
ーュト』

P.H. ・

海

況 I Jj¥ 

気

点

日

分

Om  

5m  

10!:l 

エ5m

Om 

5m  

I 
司

0 8 1 

一一一
4-20 

11-35 

14，マ
ユ2.5

工2.兄

ユエ .9マ
エ5.95 

lOm ユ6.ユ0

15m 

0 ID 8.2 

5 Ill 8.2 

10m 8 .0 

15m 

浪’ ;~ 。
§I マ

欠
C 

．与品ムニーみiーーーー需
8 

0 S 2 

0 －＼~~ol－·誌l ~~ 
0 S マ

』ーー・・一喧ーー哩圃『・－－ーー一一一一 一
4 -20 ,j, ・－兄0 4-19 4-19 

エl← 50 u己－1o 工3-50 エ3-0

H,.9 1,i.3 .15.0 14.2 

工：ミ .マ

be: 

王百五百三百二七
C C C 

3 ユo 10 ユ0

A-cu cu cu I GU 

臼 8 s 



5 月

観測

月日

時分

ー－*l二苓

混 ｜ーーす詰

一
川
市
一
一

γ一

」

ω叫
が
門
戸

I
Z
J

－一一歩

l
d
N
！
 

:fr 

p .H • 

？自t

15m 

波 浪

ウネリ

主←一一生
透明J度

天候

雲並
行5 形

風向

1 象 i旦J
I ！気温

iプラソク｜沈間立 ccI 

iトン＠；排水抵cc1 

況

気

2.6 

ユ一
O

一RU

r 

> 

2. 5 I 2. 3 ! 



『司

’‘ 
． 

6 月

観 担11 ，点 0 S 1 

月
卜一一一一一一噌 }10-·,1~~ 司三山口訂~~ti

~~of呈Hi
JI;年

水

温

塩
索

畳

P,H, 

一
海

況

気

~- .~ ？ 岳トと斗ミ~pt±手弘→τ口豆互十工s-:2一戸可予子E

~jj 到日~！ I ；三旦主：1一日王~竿J!)j：：；三
~j ti ！＊－汁：三問1三芋仁Iごi特当主~： 
号τでI：ト一4斗一一；4 ；！ ：！ ；！ 」｜ ；｜一一：斗－~~

tiJ 盆 1 10 I 10 1 エo i 10 I 5 I 5 I 5 1 4 I 日！ぺ 1111 三民主！汁6~tB己I 61 ~三2
立引：； I~ b I l; b _I N b l －－与トγ トw I 11 = f－・て

象 1a,2,~, 」i」七τ！心｜兄6：いJlι子1
プラ γク’沈澱盆 ccj マ．兄 I 1 工• G j 

1トン ＠卜山



、

月？？ 

。0 S斗

マ－5

8-0 

ー一
0 S 9 

ワ－5マ←5ワ－5

21,5 

20.9 

8－工0

21.2 

0 S 8 0 S’7 0 S 6 じS5 0 El 4 0 f:l ~~ 0 S f> 0Sl 点領！J

一ーー一－＋－－一ー－－一一一司自→ーー劇一ーーーー－－－－＋ーーーーーーー－－－ーレーー・－ー守一ー－－＜－ーーーー
マ－6

9ーエ0

20.3 

ワー6ヴ－6ヤ－Gワ δワ－13日
一
分 13-10 i工3-4,0

21,2 日正：．；ョ

12-30 

兄3.8

11-55 l lーユ5

22 • B 

20. 6 

10-20 

Om  

観
一
月
一
時
一
水

5 ID 

~:t .! 1 

~_Q-

工g.6

20.2 

工Oill 

15m 祖

塩
素
企

エヮ，51 ＇－主~－－L±－？..＿！旦g
川一8

一
ュ一トユ8 .：き4.一一←ーーー

ーー十五ー一－1

Z土王土仁：二

ユマ .80

・2 I ~; O . O I 19. 6 I 20・5 I ii"て了間・＇..？.

i'f，マ円。。仕汀十円4 ；臼9

~i*i;;1 i~赴~1tlム司王三王引出：」ユマ5工！工＇1 :-o ! .l..L 

「 t叶fづ
_L~－←丘一

況 J＿~
ト透明度

匂 ｜天 候 1 cl~一一一三斗ー」ι」一一一一
川 I~ :B: I 9 I o I 1?-・1 -~ i 

雲形｜欠 l I T !J I 
ぽ 向 l ーでつf工－・NI一 寸 －1二T「ーす一
日ヵI O l エL ______ _!_ I !____ 2 

1ソ， 66

8 • 0 

！
”
叫
が

i >, 竺♂・ Np .H. 

海

r、
ぷs

→一一
兄3 3 I 2 

f 

エ
削i l I ・・・---1・－－－－・～ーーャ一一一一寸

ーよ一一一＿＿l一一一一上ー一一斗一一一一一L一一一＋－－
l.'7 ' l,6 ；斗．工 J 1.6 I 2.0 I 4.1 i 1.s l .マ

象

プラ~~ L.1撞盆~」
トン ＠！排水量 cc! 

〆＇~



’‘ 

, .3 jユ3：兄！工£．マ i18てτ丁一j~g-_'. :i 

月

点 OSl l OS-;-
一－－－

観 罰リ 088 0 S 9 0810 

月 日 8-22 8-21 8-2エ 8-2工 8-21 
一ー，ー

時 エ.1-00 13-00 12-25 

:t 25.8 
山由曹唱’ 甲山 且 曹

7}( 
26.0 25 .4 25. 6 

om 兄4.6 25.3 25. 2 25.3 25,3 

10m 24 .. 6 
」－－－ －一ー山圃

温 2 5，ユ 25,4 

よ bm お5」三一 β5.0 

塩
0 I且 工マ．エワ I J:"I .'7~ Ll..7~旦ーLL'L.旦主 ユマ.' 

2結 5m  17.43 斗2..L!.:l.iよ （.マ8 ユ8,03 18 .I 

量 1 om  1ワ.43 トーーーー一一ーー一ー一L!-.2, 98 18. I 

15m・ 工マ.93 
一 一Lユ旦ょ旦豆一

Om 8.2 8.完 8.2 8.1 ・一旦一
5m  G 2 

8.~ょr土斗·2tl一弓七生

8.2 8.1 a.2 8.1 8. I P,H. 
10m 8.3 8.3 8 .兄 8 .: 
1 rs m 8.之 8. 2 L一旦斗Lーーー ー一一・四一

海 波 浪 2 ・，〉, ユ 工 工 1. . 
ウネ リ エ 1 。 。 。 。

況 7.K 色 7 7 6 6 γ r:t γ ？？ 5 

透明度

も；二仁刊7ヲE 段 r r C C C C 
気

ぜcz1ξ fJ; 10 10 ュ。 工O 10 g 〈

「a云y人予・ 7拶 欠
W ! ~; : NNW 一‘－－－ーーーー田恒

風 向 NNW NNw w w w NE NJ 

象 風 力 3 l 3 工 1 ! 3 2 工 工 2 ' ， 

｜気温 19.5 19 .5 ！ぬ．£斗兄9'. 3_ : 19 .マ I 25. 9 お6.4 ! 2マ.1 25.η β5. 

l沈澱量的i兄.0 [10.3 0.8 ；白1. 5 '. •1-. マ
；トン 0 ＇三

N ・u3. 8 1,6 

8 

＠！排水量 cc¥

－

q
ω
i
 

』
•.: 



8、0
8. 2 

8・兄 .I 

-i: ! 
___ }~: • i 
5；’y 

be 

3 i 

「二店：！
8 : 

’0 I 

1一吉わ，－－
工.9 「6,3 I 

~ち一「 2·:s

9 月

・4
()) 

l OS 6 観 訊I] 占 0 6工 0 S 2 0 S九 O84 OS5 0 3マ 0 S 8 OS9 

月 日 9ーワ 9ーワ 。 9ーワ 9-6 。－6 9-6 9-6 。－6
－－  一一一一トーー－－『 司E ー『暗唱．，骨輔自

時 分 1ユ－55 エ2－：己O l 0-l 0 工3－工5 工5-3:i1 J 5-0 ユ4-05 l3-35 l2-25 
ドーーート一一ー，a，ーーーー－－ e唱 曲 ，ー－－ －・ー，ーー－ ー一ー...一一ー 一一一ー ー ・鴨ー

7,1( 
Om 完8.0 88. 2 28.3 25.6 2:) .o r., 9. 3 2 8 .o ~rn .a 28.2 

一 一一一い『・』．． ｛日司勘辛『・ ・・曹

5ID 25. 3 見5.8 26.0 25.ワ 24.9 25 .6 25.ワ 2 5 .2 25 .2 

24 .8 1昆 工Cill 25. 4, 25 .o 25,l 25.G 

15m 24.9 台4.8 25,2 。～u尻．～町

一一一

塩 Om ユ‘3• ；と；3 l4.32 14.02 工4.88 ユ4.88 ユ，1,83 lf3 .8 0 .15. 93 ユ6• 64 

ヨき 5m 工＇1.5 9 lヴ .64 ユワ .34 工γ.29 工6.89 J.γ. 5,1 1ワ.59 工'1• 64 1 lワ． γ4
巴p -

王王 .l O ill 1・1.t,9 斗ヤ.fi -1, エ＇／.64 17.64 1 '1 .マ4

15m 1ワ.6 9 l 17 .5 9 l'l,69 一一；l一'1.84・

Om a.o 8 .之 8.3 弓.3 8 .4 8.2 8 . ・1 8.工 8.2 

p .H. 5m 8 .o 8 .2 8.2 8.2 勾 .;?, 8.0 8. 0 げ .9 ] 8 • 0 
ー一」． . ・－，ー晶

10m 8 .β s.o 「1• 9 ワ.8 8, 0 

15m 
一一ドーー『ーー『ーーーーーーーー

8.お

主 ~~計4手~ii
8,0 

浪 1 1 1 
if1J 波 ］ l. 3 

一一一日一一
ウ ;r-. リ 0 0 1 ・1 工

況 ,k 色 主碍品色 γ 6 
一匂,;- 止 5 

透明度 2.G 2,5 •マ
一一一一ー，ー，

5 ;3 •b. 8 5.5 

天 ｛突 C C l C C C be 
気 実 f持 l s l-c a 

4. 
ー.

zエ:t.ぞ' 形 日七－As S日 E つt-As St-Ae l c叫＿cu cu-s-t u-St cu 

！五L 向 NE 
一ー

NE 1H1 NE N I E 8、w
． 象 ！孔力 2 1 i ユユ i 0 i 兄 ;~ 。 ；ぅ

！気 l~l i 3万.8 34.2 口、’

2.3 : 1.6 I 完.i-; 
一ーやー一一一一一一
1.5 ；エ.4 ＇ユ .G

之， 5

EτE 
1 .. :1, 

ri 
2 .4 

ユ．マ

1.ワ

工.6

... I 
．旬＂＂

OS10 

一一
o

一一

三
O

一O
－
6
一5
－マ一

…一－一－・－一・一

し

9

3
一
ヴ
”

5
一
5

－

一ユ一円心一見一
n
d

一
ユγ，09
1γ ，84 

1γ.99 



,:, 

Jワ.＿，11,

ユ＇I~ －；；－企
サーー；~＿＇t －・ ＿9_4

4 

__ 8. 1'. 

_8_.2 

ー＿8.;;;_ --

ト寸ユ「

一九山一

4

1 0 月

観 読リ 日f I o 8工 0S2 0 8 3 0 S 6 0 Sゥ 0 8 8 089 

月 日 10-8 エ0-8 10-8 10-8 10-8 10-16 10-16 10-J.6 10-lG 
．一ヤーーー一ーーー『ーー・ーー ヤーーー ー一一一一』ー・ー『』ーーーーー一 一 一 一ドー一一ーー~－－一一ー一一一一

時 FノJ"' ユユ－50 エた－？.O 工工－5 13-,L.O 13ーユo ユ工－15 エエ－50 12-10 工3-J.5
ドーーーー －ー一ーーーーー』 ヤーーーーーーーー司・『・ーー

水
Om  23.マ ::!3 .3 23.2 2,'3 .:: Nり3• [, 2 2. 8 22，マ 2 ；よ . 8 

兄；さ .ワ5m  2 ・1. 0 2:3 .4 :::3. 6 2!3.4 2!?,.5 たお.6 £兄.8 

温
斗 Om 23.8 23.8 23.マ ~~ 2 , 6 2 ?-.ヤ

トー・・ーーーー－ 円T?i.8 －ー
lbm 23.マ は主」2.___ 

一一－－ 宇一一一

む Om  ].6.58 16.たち 1ソ.29 J.ヤ.30 1ワ.(j 4 1γ.3~ 1マ，54 1マ.－1,9

5 II! 工マ.4-1 ユ6.58 1ソ.69 1γ.-1,,1 l'1 -~~9 ユャ.4,1 エワ .54 l '/, 49 
表

11c 1 0 Ill 工マ.'1•1 1'7,69 l '7 .ワ4 エマ .1:4 エワ .50
一一一一一一一『‘ー

よ 5m 工ワ .64 』ーー－ーーーーー－』ー一喝・1.)-_'L_,_G土 一一一←ー
エマ .54

一一． 一
Om  8 兄 8.0 ヅ .6 8 －~~ 」8ー」」ー R ? 8.1 8 • 主」

p .H. むIr! R 2 ワ.g ’7 9 s...z._ ~」1 5.；ミ 8 .3 8,2 

lOm 8 .ユ 8.会 8 0 8.4 8.ユ

15m 8.0 8.兄 8 .2 

t良 ユ
--－・－－－－－・ー

fJj 波 工 l ユ ]. l エ l 

ウ 不 リ 。 。 。 。 。 。 。 。
* 色

況
γ ワ 7 ワ ワ 6 6 。 § 

透明度 5.0 4.5 4. 8 •1.3 5.5 5.1 6.3 5. 3 5,Q 

3’』Z』t 天 限 行 C r C 
」一一一三一

C C 
いーー’一ーー 一．世一

~』’d－ D: 1 () ュo J. 0 10 10 10 ユQ一』 ャ－－ーー・・・ーーーーー・白’ャーー局ーー
tロふー 形 st Sむ S七 S七 Oi S七 Ci S七 Oi S七 St 

向！/il'J. NE NE NW 1m NE N N N 一
象 民 力 l エ 1 ユ 1 」『． ム『 l 。

「京一 謡、 欠 治n 完工 .o

; .l • 5 3.-1, 1. 8 ~) . g .1. 6 ユ.4 ユ.4 I 1.6 2.2 
円 rt トり，4 " (¥ 

、3
..;z 

ラγタ！沈澱設

l ト



ユ工月

観測点’ 0Sl ペ一山いねい 5 ios6 l OS'7－「石寸… Ias 

ii~5百三｜己主主計苦手十三三七竹誌T王：Jい：
~＊：￥ l~t* ，おJl；；；；十袋；：i：うす－I¥a~~ I iHート去三
主主l＝.プ』ドユーか．ュ 121.2 －昨7十三とおγ ，＿3］.＇ヤー

｜ユ 6.Bl Jエ6.8工｜エヮ.4-2 I 1マ.5マ｜工ワ .6お I1s.2s ! 1s.2s ：コl：；：：片山主；汗：；；i；；；；ドロ宅再三
日日山区+f~ I H I ；：出土｜主
口千二一一ι；一仁汁丁はιに宇片二

5.1 I • I . ! 4.0 1 3, I 

ι三~三丁s七U ムl J f Si三＝l
！日I ~1- f十：I~ ~- ~ I 円ν 

j 。！日！会叫三日：；！；：；！－三；！：：；下B~J

主

エ

一

。

づ

一

日

一

r
一日一目一
J

J

4

一日

出
羽
m
一言一元一
M

一m
一m
剤
事
亙
朝
E
r間一

旦分一。一
J

一山一日一
0

1

一1
1

一工二ム一色一一一一一一間荘一

並
立
水
一
透
一
天
一
雲
一
世
阿
一
風
一
風
一
気
夜
一
排
一

一
タ
＠
一

海

気

象

一

w
y

一

プ
ト
一

ーす∞
l

P.H. 

況

月

時

－
k
 

叫，，

温

塩

索

量

lユ－6

1工一定5

エ3.マ1

1ワ .2ワ

lマ.42ー寸ーー－－
812 

B.3 

8 .免

令、 r _, 



1 2月

観 調l 点 OS1 0 S 2 083 0 S 1, 0 S 5 0 S 6 0 g’7 0 S 8 0 S 9 0 S 1 0 

月 日 12--13 12-13 l広一；L3 l克一工；ぅ 1兄－12 12一工2 12-1免 工2て 12 12-12 

一一一一一一－~－－－－－・ー一ーーーー 一・ 』『・ 4・． -－一一ー 一一一一 凶L 一一ー 一 一ー－一一一

時 分 9-311 10-10 ユ1)-・4-0 ユ.J.-4,5 ]. ,.I,一月O 14-0 13-40 ュ；~－15 12-40 

被

水
Om  9.6 12,2 10.マ l O ,,l, 9 .8 ユl.0 ヱ0.6 11.0 工0.9

．一一一一一 一←・『・一一一 一 』一－－－ー咽ー
5m  l工.6 エ2.0 工（） . 5 ユユ .o 10.6 11.0 エ0.6 11 .2 1 () • 6 

4』 唱ド，

10m 12. 3 1ユ.2 〈 1β.4 10.6 
甑

10.9 

15m 12 .5 欠 ユ1.9 エ0.8 11.l 

lQCl 

若手
。m エ0.58 16. '.,;2 J.,1.Gl jflil 15.62 l・J, 66 16.38 16.マ8 16，ワ3 エ6.ワ8

ー‘ー ・・一日一＋ ・

5長
5m  16. ：ユ2 ユ6.38 l::i .0『7 16.工8 ユ6• 0兄 16. ti3 15.82 工G＇マ8 ユG•’78 

1(5 .88 
一－一一

fま
ユOm 16 .93 lG .153 16.38 16.88 

一一一
工5m 工ワ .08 Lワ.13 ユ6.83 lG.マ8

0 ID マ.4 8.2 8 .o 8. 0 8. 2 8.2 8.ユ 8.2 s.o 

P.E. 
5 ill 8.1 8.2 8.0 8 .1 8.2 8,0 ヤ.9 己.2 8.兄

lOm 8.2 8.2 8.1 8.；き 8.1 

工5m 8.0 8 .2 8,0 8,1 

被 ？良
海

4 円、五 4 3 3 3 3 3 3 
－－－－－－ー－－ 一一一一－ー ・一一

ウ 不 リ 1 ユ ユ 1 1 1 エ 1 ユ
一一ー一一一一

況 * 
色 茶褐色 6 6 マ 6 マ マ 8 8 

透明度 文 3 .o 1.5 4.3 り，； .η u X 3 . 4- 4 . '7 3.4 

天 候 be ιb C bョ be be 、，，、 be be 
気 『ーー一一一＋，ー・ー 一一一一一日

雲 i立 3 マ 8 'I 。 5 6 5 
一一一一一 E 圃幽ー， ． 

窓 形 S七 St S七 S七 S℃ 自七 Eヲ七 St S℃ 
一一一 4・・－ー

風 向 Vl w t耳 唱｛ 可： w w w w 
白風 力 ム 4 ペ出 3 I 3 3 3 3 

象
4 

気 温 9. 0 欠 担d 8,5 8. 8 g .o X 10,8 げ .8

プラγク 沈i鍛最 cc 0.9 2 ,,_I. ユ.8 エ.6 た.0 1.1 J.. 4 兄.0 兄.4

iトン ＠ 事F水量主 Cc 1 .兄 エ.6 エ.6 ュ.cl, J 1.8 ！ユ .o 1. 2 ] • 4 1.6 

一一 一一ーーー一



2it 2 京 栄者版矧表

3 月

観 演リ 占 081 I 082 OS3 I OS  

月 Fl 

314  I 3 H :o:~ 1 :_ ー; 
時 分 10-35 工1-15 工

Om 5マ0 50U j 
桂

酸写／J,
5m  200 ;>,5 G 220 I 1 

lOm ?, (j 5 235 i －’＇； 

栓｛& 
工5m 320 

。m tr ,; r 

燐

~ 5m  十M 、ム－ 

敵 fL 
lOm 七r

±話
15m tr 

Om  tr 七r 工

~ 十

硝 5 I!¥ 

酸 ~L 「 l O r:1 i 七r

t短
J. 5 In I 

I 

惨

250 

日－13

0 '7. () 
目 υ V 

2ユC

220 

•) 
e’J 

に？斗二L一一ー

ミ！こ二十三
0 S 10 0 s’r 

255 220 I 

335 
川十一一－~－ 竺 0 I 

tr 七γ

町一二「一二i －~－－~＇」－－－ -~-' 
一十一一一斗

一：」二：l七1・

兄

了「三十－~r
七rl 七T

一
1: r ! 

， 
..，向



h－；ト二；

， 

6 月

∞ 
ド

観 前！ 点 0 sユ 08 088  Of-.19 

月 日 Gーワ 6- 6-6 6-6 

時 分

Om  691 t3 86 83 

桂
F ーー←－－－－

。立1 240 l 12只 ワ兄

酸て／L
・-' 一一一ーーーーー一一』－酔噌 『司ーー－－ーーー，h’ 占一一一

エOm lマ4 130 エママ 95 1ユ3

塩
15m  260 工7.", エ26 ユ££

Om  10 .l 6 一 26 25 

m 
ー司Fー色恒国島 一一一一一

5m  8 16 一 3 3 エ8

酸｝了／L

ーー←骨争』 F

10m  10 一 一
一一

5 12 一

一一一 ↓ 一 い闇ー・・ーーーーーーーーーー‘ー一一－. 

33 ;!, 'l ；占 6 －・ー l 一 8 

亜
硝 I5m 

見 ユ エ 一 3 ー－

i空v'L I 1 O ia I tr I ユ！
,j, 一

15:0I 
一

。一一一
O

｛

－

G

一2

s

一一一一

円

リ

一

R
U

－
nu

93 

8 tl 

143 



月9 

スム；－：；－i-;~ s I o s 9 ToζJ 0 S 6 

9；ア「－；二汁っす寸コマ下一－G

OS5 0 8会083 0 S 2 081 ,~ 誤1級，

9-6 I 9-6 

一一一一ー
ユ；~－2 P: I 1 2 _n O － …  一－
1585 I 工550

9-6 9-6 

寸
9-rt 月

ユ3--3514-05 15-0 
川計

12一万O時

1355 ユ7:30工ワ00 9ヴG1200 1230 。m

桂

酸

塩

2250 12ユ！；.900 1ユア（）:=ieら。m 1210 l ＇：ワG 己主i1125 

予i
2450 1160 icマ652己マ30λワヴ（）お190ユo:n ！

∞
ω
l
 

ト・1+31

工600 
・4一一一一一一

.lbm 

Om 

燐

階

塩

七r5 J日

写／

一

ユOIll 

ト

1. r l 5：日

tr 1 tr tr tr Om 
亜

硝 i.-.

酸＇ L

綴

,1 

， 

tr 兄

i
T

ー川
J
1
1
1

., 
・ゆ

11 

.., 
r .• 

. ,, 

tr 

1
4
1
1
6
・

m

m

 

0

5

 

1占

1由

， 
l』

よ
4 ' 

tr 

七r

5m  



， 

。
工兄

40 
」一一一一一一

4
v
e
↑

δ

一一
γ

一4
日

工

－

一

o－5－0 5 

ー
0 S 5 0 S 6 0 S '/ OS8 089 

一一一一 一一ー 一一

12-12 ヱ兄ーエ2 エ兄－12 12-1完 12-12 
ト＋ー一平ーー・一－・酔句ー

ユ4-,.1,5 工4-30 工会－0 工!3-4'0 ユ；3ーユ5

1:355 工695 工250 ユ60fう 1290 ユ9〒－－』F

11300 182~'> ユ82!5 1マ50 1050 19 

エ兄；己5 2040 ユマ

940 ユ350 1500 
ーー－ーーーー

,1.- 3 4 4 (!, 

一一一

3 I 』 'I ‘円;, r; 、J
一一

3 2 

一ー
じ，、

0 

3 t; r 

tr I ;~ ?. ' 8 一

兄

←一一一一一←

f〕3 I 

一一一一一一一一
一；L3 I 

-40 ! 

,1 0 ~ミ= "'-' 

935 

マユC

0 S ,_;. 

欠

担I]

i
l
i
l
o
l
l
i－－

 

4

4

3

一
一
三

J

J

エ2 月

ー一一一一

観 訊1) 市 0 sュ OS2 ~ 

一一 一一ー一一一一一』－占ー－・，ー－－ 帯 a，ー

月 臼 12-13 工2-13 .1 
一－－ ~・田園開.. －・・－－ ... E’司F ’キ

時 分 9-35 1 O← 1 0 1 

－・一，＋占値

。JU :',550 工工ワ〔｝

桂 -~- 
r, m 2105 H，ワ。

殴 .f/L －一 トーーー

ユom 1860 

塩
ユ5:n 1500 

－－ー．

0 In ヱ も司＇＿；

憐 ’一一一，
!:im 1 

l駐 ちくムJ
10m ..:, 

塩
ユ5m 3 I 

() ill エ
｜亜

u m l 
j硝

ずf'r, 
1政 l Om i 3 ' 
I ＂』 ←ーーーーー

∞ 

ユ！l eでと
・41 5 r,1 i 



第 3表 プランクトン月別組成表

＋通常，cぞ与多U cc 多い．

係無月 ! 1 i 兄 i ヰ i 5 i 6 i マ

係築地点 0叫－ j 0げ OS7joss:OS7:0S3・ OSマ；。叫 OS7lo叫 OS7

Ch. affinis I i + / + i + J + ! + t + + 

ク curvisetus l 1 I i : ! I + + 

。 psendocunise-tus l + l 
。 constrictu:, I + + 

ク didymus j + + 

。 deispiens l + + + 

。 eibenii + 

,,_, d en:::u日｜＋＋

。 brevis 1 + 

。ロubsecundus c c + 
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Rhig .s etige ra + + + ! + + + + + 
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。 cal cara.viu + + + 
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。 1Ong 1 s s i !:lO. l 
。 nitJ:,chioide日 I C C 

。 s•.1bt ilis c c I + 
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今 日eriat + C + 十 ・ト／ G C + + + 
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気象観測法による海洋、
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然記表

_p_ 
海況旬日！！定置栴7狽lj表気象、

天 候 日 数表

水温月平均図表

換算比重月平均図表

風力、年間風向、

第工 図

第 2図

h
v
h

－γ
f
s
L
 

a
／

晶

町

a 山本覧会史〉毅高松（担当

， 

ぜz

町
去
十
）

A
f

-8ワー

、． ． 

l 

!ti'&~ 

,_. ... . 

.:li;,t'. .. 
． 



mi決 気象海況定位校剖奈

（昭和3工年l月～12月）

月ヰヱ気

一一
気 象 海 況

一一ー
温 市 量 t.: 民 京 究 気 圧 水 温 比 重

上旬 8 . g 1 0. 5 ワ3 2 • 生 1012 .8 9. 5 2 3. 5 9 

,:fl エ0ユマ.6 マ.3 マ.6 1 5. :-; 78 ユ.5 2 2. 0マ
工月

下 6. 8 5 • 9 7 2 1. 7 1015.9 マ.3 2 2, 9 2 

月平均 ワ.1 3 1. 6 ヤ4 エ.8 1 0工5 • g ワ.8 2 2. 7 3 

上旬 ヤ．ワ 1 • 4, ., 8 エ.6 エ0l 3. 8 マ.0 2 3. 6 9 

中 6. 9 5.ワ 7 6 1 , 5 工0ユ3. 6 6. 3 2 1. 5 9 

2月
下 6. マ 1 0. 9 マ8 1 • 7 1 0エ6. 0 マ.0 2 2. 5 8 

月平均 マ.1 1 8 • 0 7 8 l . 6 1014. 5 6. 8 2 2.ワL

上旬 マ.2 3 8, 8 ワ5 2 • 8 l 0之0.8 8 .工 2 3. 8 6 

3月
中 11. 0 84.9 75 1 . 6 10l5.4 8 . 5 2 3. 5 -1-

下 1 2. 5 4, g. 1 7 8 1 . 2 1 0之2.2 11, 0 2 2, 3 5 

月平均 エ0. 3 1ワ2 • 8 マ6 1 . 8 1019. 0 9.3 2 !3. 21 

上旬 l l. 9 4. 3. 7 6 7 2 . 5 l019.4 11. !3 2 2. 6 3 

均 l 6. マ 1 7 • 2 マ5 2 . 8 エ0l O. 9 l 4. 8 2 2 • 1 9 
4月

下 lマ.5 3 0 . 1 マ6 2.1 エ0 工3, 5 l 5. 6 2ユ.9 !. 

月平均 工5. 3 9 1 • 0 マ2 2 , 5 J O l 4. 3 1 3. 9 2 2. 2 6 

上旬 1 8. 3 4 0 • ・1 マ5 !3. 4 l O l 2. マ l 6. 4 2工.5 8 

中 1 6 • 8 9ワ.2 7 5 l • 6 10 12. 7 l 6. 4 2 0 • 2 9 
5月

下 2 0, 4 7 6 , 5 8 6 0 . 6 エ0 l O, 7 1 8 . 9 l 8. 5マ

月平均 1 8. 5 214.l 7 9 1 • 9 エO 12. 0 1マ.2 2 0.工4

上旬 2 2. 8 6 6 , 2 8 2 4.0 l O O 9. マ 2 l. 4 工ワ.0 5 

中 2 2, 5 4 1 • 5 8 0 3.マ 工0 l 3. 6 2 l, 6 2 0. 3 0 
6月

下 2 4. 7 2マ.4 82 3, 4 1 0 0 8. 3 2 3, 6 l 8. 6 5 

月平均 2 3. 5 1 3マ.l 81 3 • '/ 工0 lo. 5 2 2. 3 18.60 

上 旬 2 4. 6 5 2 • 6 81 3 • 1 工0 0 5. 5 2 2. 1 21. 0マ

中 2 8. 2 3 • 8 ワ工 5. 3 1 0 0 8. 3 2 6. 8 l 6 • 8 4 

マ月
下 2 9. 4 6 G , 5 ワ5 5 .会 1 0 0 8, 3 2 8. 8 l 6 , •.1.J. ... 

月平均 え7,5 l 2 2 . 9 75 4.マ 1 0 Oマ. 4 2 6. l ヱマ， 98

上旬 3 0，マ 。 7 3 G , 5 十・，，－・ l 0 工0, 1 3 0. 0 l 5 • 1 0 
・－

中 3 0, l 0 • 13 ワ9 G . 6 ユ0 0 6, 5 2 8 , 6 1 9 . 0戸

8月
下 2 4，マ マ2.マ 8 ,1 6 . 2 1008.2 2 5. 3 2 0. 6 t.. 

月平均 2 'I, 9 ヤ3,3 ワ9 6. 4 1008.1 2 8 • 0 l A . ,=; .7. 

上旬 2 9. 6 l O • 6 tヨワ 5 • 9 l O l l. 2 2 7. 9 l 8 . .a_7_j._. 

中 2 3 • 6 8 5 o 2 I 8 8 エ .8 1013.0 2 5, 3 一~立ミー
9月 下 2 0. 9 ;3 4 4,. 6 : 84 工．マ 1012. 4 2 4, 5 1 9_....__'.LJ」

月平均 2 ,l,. 5 3 ・J. 0, 4 ! 86 3 • 0 } 0 1 2. 2 2 5. 8 可 9＿」§..8__ 

上 1iJ 2 2 . 1 3 1. e e 3 2 . 3 1016.3 2 3.マ 2 0 • 3 0 

中 l 7. 0 J 5, 6 I 8 2 1 . 5 .l O 1 7. マ 2 0，マ 2 0 .マ 5

1 0月下 工8.3 7ワ.6 8 9 l-3 1017.5 l 9. 6 20.90 

1月平均 1 9. 3 1 4 5. o I 8 5 l • 6 1 O工マ．工 21. 4 2 0 , G 3 

上旬 1L  2 , 2 3. l 87 ・ G, 9 1020.4 1.8. 5 2 2. 1 2 

中 1 3. 5 1 工2.3 78 l. 6 l O 2 2.工 l 6, 0 
」一日ゴ－号．

ユエ月 下 9 , 5 : 。 8 2 l • 8 l 0之1. 2 l 3. 8 2 2 • 2 0 

月平均 1 2. 4 3 5. 4 a 2 －、.:-、J 1021.2 工G.l 2 1.マ0

9. l ! 0, 6 7 B , エ.e 1 0 1マ.3 工2,0 2 2. 0 9 

l 2月 下中
6. 6 。 6 5 2. 0 1020.6 7. l 工9,11 

4. 8 。 6 8 2. 2 工02 5 • 8 5. 1 ユヱームよ三一

！月平均 6. 8 0. 6 70 2 . 0 1 o 2 i.-:.. I 7. 8 l 9 • 3 0 

'1-r) 
マg i 平 16.7 1403, Q I 10l4.5 エ6.8 2 0 • 6 3 

’ 。

-2·•- 一号σー



第 2表 年間風力．風向．天候日数表

j気力 風向 天 候

．一
・1

風力 間数 % 風位 回数 % 天候 日数 % 
←一一一 ーー－一 －ー．

。 G 5 日0.3 N 3 6 1 6.8 b 6 5 2 4.0 
－－ーーー・ー ．『

エ 110 4 0.6 NE  2 4, エエ．兄 b C 1 0工 3ワ.2
ー． h，ー・・ーー司＿.. 

2 。5 2 0.3 E 2 5 1 Lマ C 83 3 0.6 

3 25 9. 2 SE 6 2.8 r 22 8.2 
ー．．

4 1 9 ワ.o
一一一

s 1 2 5.6 計｜兄ワエ！工 00 
←ー

5 4 l.;_; 
6 3 I 1. 

計 jzマエ 1工O l 

SW ん，、 ひ戸 11.ワ
ー一一一

w ワ9 i 3 6.9 

！計！ 214 Lo~-! 

ー‘
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工

煮干鯨油焼防止試験

力日産水

昨年度はサステン、リントンをもって煮干鰯の油焼防止試険をしたのであるカ沫年度は使

用方法が簡便且つ安価で手ミ用的な防止剤として、小JII呑料株式会社提供によるタイリヨー

(TENOXBRA）を使用した。本剤は米国イーストマン社の発明によるもので会社側の

（工）無害であ

ること（2）無味無臭であること（3）製品に着色せぬこと

こと（5）少丑で有効であること（6）安価なこと o梢．の点については米国に於て動物試
兄

験を行い無害であることが認められているが、使用限度は 1000σ 以下とされている。

資料によれば本剤の特徴として次のような点を具備しているといっているつ

(4）安定で闘方法洲使な

試験要領

H
Hリ

ヨ
戸
抗｜
 

昭和3ユ年9月 14日～工 O月末日

( 2）試時揚所及び原料

当試験場内実験安

府下jfilカタクチイワシ（巾活網による）

( 3）試験方法

（ユ）期

ユエエ
BH 'I＇を原料 50 0匁i’こ対して E反泊・ 5C耐.25：ぷjに科況し煮熱に先だって投入以

3日目が雨で以後室内乾下常法により製造したo乾燥時の天俣は下表のとおりであり、

燥を行った。

製造時の天候第エ表

（定依観測資料）

h《 H
ー－－ー

9月工4日 1 5日 1 6日 l マ日 1 8日 工 9
・一一－一・司ーー一一一

天 候 雨 一 m 暗 情

j試 力 一 。 ユ 。 。
雨量mm 2マ．ユ 一 35.8 。
気包む 218 20.1 ’ 22. 一 22. 3 , 

#1.司

2ワ.6 ! 

-93ー

28.6 ，最高気温む｜



一「一一一一一一十一｝戸＿＿.，..一 一一一一一γ ー－一一『一一一一一一←一一：一一一一一

製品は袋に入れ放置し5日目毎に肉限検査を行った。なお干上げ後脂肪を定量：した。

試験結果

ーー
』ー・一一ー
タイリヨー

製品完成時 5日後 1 5日後 2 0日後 1開方含有量BH  T使用量

生いわし50£匁 原色 十 腹部やL
腹部淡漬色

件 望淡摂黄色全て号~1y5 ♂r誌記 一
変化なし 淡黄色 ＋ エマ．ワ8%

0.':!175'Jr l + 腹部やL
5000 一淡資色 ＋ 腹部淡黄色 ＋ l離を宅 ＋ 霊務童黄望色号て 1マ．ワ5%

0.19'15'Jrェ
l滞聖体首蹴再と色して ＃ 腹議部黄色色Lて10 .ooo ＋腹部淡黄色件 4ト をとど原全す宝色体に黄色 19.70% 

対 照 。i＊＇滞E全2体音部黄色と色して ＃ 全草体色がを黄と色Xι！掛 全体が黄色
寅平易色

チ｜原色認めず
エ8.23%

備考 魚体j由焼程度一泊焼なし以下＋＋＋＋引の順位に増加する。

・4：幸司戸事軍本車3和本:ic::<-:c草主＊ 考ミ要 約：
"' lJ ＊本字2ド平草ネキキキネ￥牢司戸

工
製造時には前記の殺な天候のため干上げに 6日！日！を要したので言まあ一以外は或程度の泊

焼が進行していたり 対照品は干上げ時（ 6日目）には淡苛色を砂ぴエ 5日後には完全に油
1 

焼状態を示し；製品の表面には治の浸出があったのに対し、ち00δ処理のものは 20日後に対照
工

品の製品完成時と間程度であれτすro－処理では工 5日間jの差が認められた。タイリヨ－

EH Tの価格は250grが1,2 0 0円であり工 'jr 4門80銭である。原料工 00買を

ーーとーで処理したとすればタイリヨ－ 10匁（3マ.5jr) 180円となり製品の歩留10.。∞
が3割3分とすると製品工食につき約5円40銭となる。以上の結果タイリヨ－ BHTは酸

化防止の効果は相当の期待ができサステン、リ Y トγに比較して使用方法も簡便で薬品価格

の点、から実用に適しているように考えられる。

（担当兄部次郎時間博）
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淡 水 治 殖

淡水魚種苗養成事業

前年度に引続き本年度においてもコイ、フナ、種苗の改良を図るとともに、匂1勾惇F溜池

増殖用並びに河川！増殖司i亡配布いもって府下内ポ百増殖の振厚ヰを図るため本寺撲を実施す

ることとした。
・c信事＊ヨド＊本本＊＊＊＊ヰ＊＊

i養成設備き

r ；；桜綜みとしてコイ、フナの養成池ヤー部入替えを実施した。即ち池水を完全

~· 

に他の池と閉鎖し得る池はフナの養成に充て、他の池と若干交流するものはコイの養成に充

て士。

本年度使用した完成設備は次の通りである。

設類
コ イ フ ナ

・．
面積面積 摘 嬰 ffi積 面積 摘 要

闘魚池 2 123 8坪 周回校、土池 全左 全左 全舗をコイと共用

｝議B、民共コシク3 同凶奴棚土池2商

障室卵池 3 96 ート 2商品j閲i仮柑U 3 30 8坪 周回コシク Dート土

土池1面 地1商

周五ι底i毛コンク D j護国、底共コYク!J-

ヰ符化池 8 24 －•造り ユ0 15 ト造り

局凶応Jtコンククー 周囲、応共コ Y ク9一

ト造り Z面i周閉校 トjgり3商用窃俊樹

背仔養成池 4 290 柑止と地ユ町 民＠jコ マ 53 2 土池3国周回コンク

ンク 3ート土池ユ面． 9-t±池ユ活i

同闘争底共コンク 9 民間棚田土地6函

ート~り 5商周図 用凶コンク 9ート土地

秋仔養成池 臼 ワマ2 祝砧比池3百周囲 7 888 ユ函

コンクリー.J-士池ユ

面

本＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊本＊

ま養成期間3
単＊＊＊事キ＊＊ネネホ＊本事＊ホ持。ド

育仔養成昭和31年4月16日～マ月31日

秋仔英成昭和31年8月 ユ日～ 11月16日
＊＊牢＊＊本＊＊＊宇＊＊キ字キキ＊キ

j養成概況 5
＊＊＊キホ＊ネ＊キ＊卒事＊本＊＊キ＊

ユ採卵
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ほど前年亡準じて実施したが、才 1回のコイ深卯は4月ユ 6日に行い、良好な成績をJ/X.

めたb ブナiまれ回を5月完臼に採卵したが、産J・抄くZ’B回も知注ったたみ入才3回目

は5月末日に9凶包ホルモ Y注射を行い採g戸し、ょ 5ゃく 100万粒を従お採卵誠足は次

の通りであった、

回 魚種 ~日月日 佼用親魚 j采卵数
’ ， 

使 用 池

月日 宇3吃る マ犀 4 0 o,o O 8 
．一

コイ 4・ユワ
阿国底共コシク Pート

才ユ回・
ユ函．

ー一一

』 フナ 5・ 2 宇5O・ ろ120 40 0ρo 0 何回仮 ±i出
ユ悶 ユ0

F一一
Hi］凶E謀長コンクゴート

コイ 5.2 ～ 3 早30 b 6ワ
ユ百 3 

エ，70 0,0 0 0 m主H佼土池

才Z回
1 CJ訂 6 

か 0 619 4-フナ 5.13～14-
2 0 o, 0 0 0 

ftd#H仮 土ii主
ユ国 1 0 

コイ
ー一ー－

採 gp せ ず
示3回．

プナ 5・3ユ 周凶コ YクDート土j色

.!.-
1同. 10 

白

9珂ミ

坪

一

坪

坪

一

呼

c
一泊

o

o

c

、、、

δ企子

続くて採卵数合計コイ βユ0万祉、フナユ 60万粒を付た。

記 .m 化

説訪日后e::>. 化成紛士おおむねF澗で、平均§~j七率はコイ 5 596フナ45%でるって、コ

イ1,15 0,0 o OM、フナ 720,0OOJ廷の1乳児を得た。 帰化Jおれ＼fま次の通りである，

魚種！ 採卵数！ liij.化数 i ,g;g化率；磁化日以 j平均水温回

ユ回
コイ 4-0 o, 0 0 0粒 β5o,o 0 0足 62.596 マ日 ユ6.8oc 
フナ 400,000 β5 o,o O 0 6 2.5 5 19.5 

記回
コイ 1.7 0 0,0 0 0 9 0 0,0 0 0 53.0 。 19.5 

フナ 2 0 0,0 0 0 ヮoρ00 35.0 6.5 16.9 

3回 コイ 一 一 一 一 一
フナ 1,0 0 o,o O 0 4-0 0,0 0 0 40.0 4.5 21.8 

－－み

3 脊仔養成

養泌也はコイ i!H子に45量tj29 0坪、フナiIJ仔にマ函64-0坪を｛史用しそれぞれ施胞を行

ってミデンコの発生を図った。施胞の状況は次の通りである。
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，司

’ 

民胞 l人 3 4 {iij (5ユGn) 5 4 a匁奨 l λるお土ユ 0日間腐熟後施問しねユ

の室長約ユ 5f.t

街 i

鶏 糞 ワ6fI 
申一一一ー
替油粕 14 4:£'.t 

化学月四斗 3f1!80 0匁

ーー

82匁

15 5匁

4.1匁

化学肥料は級't(l.5過燐酸石灰

カ!J0.3の割合に混合したもの

しk:o
－一

・．・ー 司

化

m 

追肥 人 1」1廷;. 25何（37 5 i~ 1 40 3匁

夫l} 糞 マ31l 78匁

＇蛍油粕 4 911 53匁

イヒ手：jJ1:1.iヰ 8[120 0匁 8.8：包

－一一ー・・

なお脳出土F露間ユ定日のユ 0日nuを規i'ylとして行ったが、おおむねj：阪にミヂンコ明

主をみたので蛸協 3～4日の智子をjf次長泌自に放よ5するととができf晶 子i的主l況の

状況は次のj返りであるC

1・-:J一・明池区分養 lc£iim 比
地

ミヂン副放長二ff抽 /H子取弘政長ムiH,J ;11 発生状 ． 

G手足号 I3 Jr Pf］［.幻J_tl1~コンクリート池 五以子持j克 おOo,o 0 ポ 5 o,o 0ぴ芭2596 

コイ
組 4号 30 全 ーと 全上 ユ00,0 0 0 4.-o,o O 0 k!-0 

総 5号 60 局mt反 土 池 初 J羽可 1忌 u,oO 0 80,000 53 
一一

通⑧よえ主Z笠l 
周凶jコンク）－ r .:Ii出ユワO 良灯すてt絞 マ00.0 0 0 i己ユ ο，00 0 30 

民間ほン牛Uク3ートj自30 良好持続 6 0,0 0 0 4C,0 0 0 6マ
一』．ーーー－－－・・ F

命誌号 30 全 I- 全上 ユ己 o,oO 0 3心，000 20 
ーー・・ ーー唱

の 5号 30 全 上 全上 9 0,0 0 0 5 0,0 0 0 5ユ

フナ 織的 ユ00 問自j佼土地 初期可 3 o,o O 0 2 0,0 0 0 6マ
－ー

（紛 3号 ユ00 全 上 全上 4.-0,0 0 0 ユ0,00 0 25 
ー－ー』－ -

(00 9号 24.-2 全 上 初期良釘 250,000 ユO0,0 0 0 40 

⑮ 10号 108 MYJHコンクリート土地 良好持続 ユO0,0 0 0 5 0,0υ。fH5 
.・

t.r;おこの間の投飼主当初サナギ粉及米磁を撒餌とし、後仕上協を混ぜて左右併として給与

した。コイ、フナの総投餌抵は次の通りである。

ーもマー



一 一一
月》糊 さなぎ 米 総．仕上機

5 月 ュイ04- γ必6 お5〆
6 月 3 7.12 19.36 1 ］！ぞお 67.6 8 

マ 月 4-6.3 2 25.4 4 21.4 4 93.20 

計 10 0.48 52.γa 32.6 4 18 5.8 8 

6月下旬から 7月下匂に至る隙ζ逐脱衣上げた育仔数はコイ 38 0,0 0 0尾、フナ

30 0.0 0 0尾となり平均歩留はコイ 3396、フナ 4-296であった。市子持戎成総を；語録

すれば次の通りであった。 、‘

項 日 コ イ フ ナ

養成池 面 M 4商 290坪 マ面 640坪

放養毛仔数 1,150,000Jち ヮ20,0 0 0尾

坪当放；j奇数 3,9マC// 1,126尾

背仔取場数 3 8 o,o O ou 3 0 o,o O O // 
，ー

坪当生産尾数 ユ，310 u 4-6 g Q 

ー

放養に対する歩間率 3 3% 42% 

r司1 給 餌虫 92〆94O匁 92〆940匁

一尾平均給餌泣 0.2 44匁 0,310匁
」

ー一

4 秋仔長成

ρょのよ 5にして取揚げた納付師団養仰に記布し仰を秋仔安蹴へ逐次放

養鼠跨した。秋仔長成総兄は次の；l}iりである。

安 成 i出魚種 一放養育｛子数 祝子尉1！数昼 備考
区分 i函積 格 造

⑫ 2号！ 畠.o坪 廠H底民コンクトト造 2,0 0 0,fd 4〆400な

3号 30 今 上 2,0 0 0 4.〆200 百平萩存一一

4；号 30 全 上 2,0 00 .4.〆50 0 合計14-w-

5号 30 全 上 2,000 3.〆300
． 

コイ マ号 30 4羊 上 4.0 0 0 5.〆Z0 0 

⑮ 5号 60 }6fmt安土地 3 0,0 0 0 19〆 80 0 _,J. 
ーー6号－ 189 全 上 6 3,0 0 0 49.〆80 0 

マ号 203 全 上 2 o, 0 0 0 Zマ〆 00 0 

1 1号 ユマ 0 周到 ::t,/ククートH也 3 6,0 0 0 30.〆000 

⑩ 1号 60 胤出鴎民コユククート造 4,000 18〆000 フナ秋（子
開一

2号 10 0 よ連H仮土地 3 o,o O 0 29，〆000 
合2石計u-/golフナ

3ち 10 0 全 上 3 o,o O 0 35.〆20 0 
ーー

4号 iユ00 全 上 35,000 ! 33.〆400
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養－ 成 池
魚種

区分 面積 構 造
放養育｛子数 秋仔・取指数泣 保j ヨ

8号 ユマF周鴎反ガ色 4 5,0 0 0尾 51.〆500匁
一一一一9号 242 全 上 l 10,000 54〆000 

ユO号 ユ08 周到コンクリ－ト土池 4 6,0 0 0 25〆000 

との問餌料は前年に準じて締蚕、米民仕止裁を混合稼餌とし、給与した。コイとブ

ナは常に等量を与え8月1日から 10月 26日まで投餌しむ此の間使用した酔桝の程類

Z阪：用哉は次表の通りである。
ー一 一一

瓦γ~J ’ 
8 月 9 月 1 0 月 計

丸干蚕 az.o o o ユ17色0 0 ヮ6.00 0 2マダ500
ーー

米 蟻 4 5.0 0 0 6 5.マ00 58.ユ00 ユ68.8 0 0 

仕 上 様 3ワ.oO 0 50.8 0 0 3之.90 0 12 o.ワ00 

計 l 6 4.0 0 0 23 4.0 0 0 ユ6ツ.00 0 5 6 5.0 0 0 
．ー

RPちコイ、フナともに282〆 50 00つ投僻した。

かくして生産したコイ、フナ種苗は11月ユ6日から翌ユ月 28日の陶ι排水耳場げ

を行ったが、その結果コイ秋仔149〆、フナ秋仔 248〆900匁を生産するととが

できたo Uょの結果を摘録すれば次の通りである。

項 目 コ イ フ ナ
’一

養成池面積 ママ 2!:f 888坪

放養育｛子数 16 3,0 0 q己（ 24〆400，色。 3 0 o,o 0 0足（39〆O0 0) 

坪当放養数 21 lJ己 33 8足

秋仔取揚数 74,0 0 q豆ユ 49〆000) l 24ρ0 0尾（2会67"90Q

坪当 生産量 19 3匁 28 0匁
司．

放Di:に対する歩留率 45.5% 41.5 J 

給 餌 総 f孟 28 2〆500匁 28 2〆500匁

増 肉 量 ュ；己4〆 600匁 20 9〆900匁

増 肉 係 数 2.26 ユ.34 
ー づーー

5）種首の配布

上記の通り生産せられた種苗の内部子としてコイ 95,40 0尾、秋仔としてコイ 99〆

80 0必フナ 218〆ooα包を配布し一部は来年度成魚養成用及び各種の試験用に使

用した。 宵仔及び秋イ子の自己布先及び数盤は次の通りである。
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a・
I 

コイ奇仔配布切組i
レーーー←・

配布先 配布数 備 考

茨木市関係 3, 3 o om 稲間接 fi里月J
寝屋川市関係 2,900 // 

大阪市関係 6，ユ00 // 

北河内郡関係 ユ，oO 0 
ー一一．

I/ 

南河内部関係 4 00 
． 

// 

泉南部関係 ユ，マ00 // 

広島県関係！ 8 0,0 0 0 // 

計－ 95,400 // 

、ー、
コイ、ブナ秋仔記布切節目

記 布 先 コイ f'.icイfiEk 
大阪府 Q定 JII) ユ3〆00 0匁

// 〈大刺ll) マ． 000 

ガ安｝係撚3絡組合 8. 000 

河内長野市 ワ. 5 0 0 

河内市 一
牧師jrfj 1. 0 0 0 

大東市四街民tGJ 1. 0 0 0 

和泉市 γ. 5 0 0 

お昼川市 1. 5 0 0 

北河内右F主主手町 6. 0 0 0 

// ほ轡iJ 〉ミ． 。。。
凶条防i1J四条院後協

jり司内郡オ体村亮昼凌協 5 0 0 

吹田市 500 

茨木市 3. 5 0 0 

縛iJir凶jfl}~協 ,1. 000 

訟能11日夜能勢村吉川農協 1. ワ00 

枚方市山田農協 1. 0 0 0 

グ牧野 // 2. 。。。
// •if原 8

// 経 // 

// 手際 // 1. 0 0 0 

// 春日神社 1(, 5 0 0 

泉南部南海町 7. 0 0 0 

// 自駒 2. 2 0 0 

泉大津市 3. 0 0 0 

三j泌E三宅村 1. 0 0 0 

枚方市御農協 10. 000 

99, 4-0 0 

日
一
…
欧

一
河

一
－
＼
／

－
一
O
一O
一

有一
0
一0

一

記一
0
一
o
一

ナ一
j

一
一

R
V
一「
ο
－

ブ一
3
一
足
一

考

一一一…一一
休！羽プール放安

15. 0 0 0 

2. 0 0 0 
6. 0 0 0 

4. 0 0 0 

2. 6 0 0 

記. 0 0 0 

2. ユ00 

ユ．
3. 

30. 

--・-

日
一
比
一
刊

2 20, 66 0 0 I 

ーユ00ー



，そ

なおこれ2手話苗の配布は各地方事務所又は可設所を通じて申込のあったものに対し、主

として農業協同組合を対象として行い輸送は養魚場のオート三怜車によって実施した。

－特＊＊＊本料料判事宇

3総括 3
＊事＊ヨド＊＊＊＊＊＊＊ネ＊本

。前年開仁引続きコイ、フナ松市を生産し府下溜池並l仁河川増殖用に配布を行った。

2）採卵はコイ 210万粒、フナユ60万壮であったが、フナの産卵が遅れたので’ホルモ

ン剤の使用により促進せしめむ脱化残土コイ 1,150,000足、フナワ 20,0 0 0尾で

45.5%、 41.5%の歩間であった。

3）背仔養成は前畑ι比し順調に推移しコイ背仔38万尾、フナ育仔30万尾を生産したが

コイ部子は約 10万尽を稲田旋盤用に記布した。

4）初子長波もJI孫司に進みコイ秋｛子ワ 4.00 0尾、フナ秋仔ユ 24,00 0応を取り揚げ配布

したo 場珂係数コイ 2.26、ブナエ.34の成結を者ず得た。

（担当渡辺道郎、金井利次、加藤喜久也 丸山田ニ、原正男〉

イケヲヨタカ’イ埴殖試磁

イケチヨク刀イ母員が議也におい℃順調に成育することがiiu年度。試働省梨により月Hらか

になったi)入 本年良片反にf住民の成長！立を調べるとともに府下宿池におけるイケチヨクガイ

t街宣の可否を検討し淡お’4球筋肉きH業につい℃の指針を付よ 3とするものである。

工 稚貝Iix.'t-'f試験

試験要領

乱）期間

昭和31年4月から 10月まで

ゆ供試員

琵琶萌産イケチヨクガイ持；民（31年3月運搬〉と縛化池忠商（各3坪コシククート造〉

に一時蓄委したもの。

む）使用地

親魚治③ 1商（80 0坪、松板土留、底質泥土〉

註③は池の個有番号

件）試験方法

一工01・ー
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制 30個を入れた箆〈工・5xl.・5x0.4-尺針金製、コーノレタール染） 6個槻魚池③

の笠井船ら桜井日向を用いて B尺R拘に丞下し、最も浅いものを水両下5寸仰の深さの中心

まで〉に保ち以下Ji国次1尺チつ深くし段も深いのは5.5尺で地底に密着せしめたcとれを垂

干時（4月〉、 6月、 10月の 3回にわたって議長、話稿、劫h、重必について測定し垂下

層の深浅による成長度及び鑓死数を封殺した。
＊＊＊＊＊＊不＊＊車事事

3結果；
字本＊＊＊本本本寧＊本宜
(1）成長 gt

示1.2表から浅い層に垂下したもの（オ価下0.5尺～3.5尺〉の成長が良好で深い層

〈水筒i下4.5尺～5.5尺〉が思い結果を示した。

お）鎚死数

各lro:30個むうち池底に密悲したもコは鎗死儲体が 10個で最も多く他は殆んど差が

なく Z～ 3偲り英死が見られた。

、崎
、

i(S-1平均誠長以平均銭高吋平 i- ~- 

ご~1＼｝~出~I：／~~~~じ1民間以：8:i~~
品13

記13

31 3 

3110 

や2衣 垂下層別稚良成長皮

平均成長% 平均波高% 平均設巾 96 平均重量%
60目。180日 60日 180日 6 0日 ユ80日 60日 iユ80日 l

、4
5.4 ュマ.8 2.3 l 0.4 6.Q 2 3.3 2ユ.4

・'-・ 
1.5 3.6 19.6 2.5 ユ6.0 4.マ 2 5.9 2 0.1 8 6.Q 

2.5 5.4 ュ8.4 2.2 ユ3.8 5.5 23,9 19.Q マ9.4
3.5 4.ワ l 8.2 6.4 ユ2.9 ワ.2 見2.5 20.3 ャ4.0

4.5 0.6 13.8 0.4 8.6 1. 4 1マ.4 9.6 5 3.4 

b.5 5.6 ユ ~.9 4.8 9.9 6.9 1 6.4 2 6.3 5 4.2 

-102-



.--

ー’

1＊＊＊＊＊＊＊＊＊本*1
* ＿，＿国，＊一一 一・＊必神林帯ぷ司らぷ

w.」から範は池底よりユ尺以説をして垂下する方が成長良〈且つ縫死率も低いと考えられ

る。
字本＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ネ＊ネ＊ネ＊＊キ

i II 推艮採苗試験 3
本＊＊＊＊＊ホ＊本本＊＊ネネネネ＊本＊

3試験要領3
本＊＊＊＊宇＊＊本ネホキ＊＊

(1）期間

If.倒訂 3ユ年5月からユ己月まで

じ~） 使用池

稚魚泊 四⑬ユ 90坪（側壁コンク 3ート、問泥土〉

む）試験方法

ヒメダカを水HH工.5×工.o×ユ.0尺 に入れ充分成熟したイケチョクガイの外怠るを

切りとってグロキデイアを水中に綴り出し魚体に附活寄生させた。これにmいたヒメダ

カ！i:.1.00 0尾で5ち 1OJ毛について附泣E胞を観奈し他は前記の池に放売してコイ枕

魚と泌安した。ユ 2)11'亡治みせ有't除し稚魚を取mげた後れ！：底の泥を 5地点について各J.O

立採取し烈：具の手1Jmを拘をした。
本＊＊ホキキホキホド＊ネネネ

3結よ；： i 
2ドネホネ平＊＊ホホ￥キエ手ネ1戸

は） ヒメダカ1足平共p)グロキグイア附沼状況は才3衣のとおりでらった。

才3衣グロキグイア肘若状況

府岩部位 ｜胸びれi腹びれドりびれ｜背びれj尾ぴれr I ! ' ; 

グロキグイ・5忌｜ o.9 I o.5 I o.4 1 0.2 I 1.ュ 3.1 

（幼池底の泥中には稚員は認められなかっむ
ードヰ＊＊ネ本ヨドネ＊＊＊キ＊

i考一一宗i平草軍事司。，＇＂＇軍事勾口事事事

（羽グロキデイアが尾び九豚Fれに多く附悲し背びれに少なかったのはひれ自体の運動

差によるものと思われる。

(2）椎員お認められ.J.f.かった原因は不明て’あるので今後更に検討を加える必安がある。

〈担当 金井清j次、加藤喜久也〉
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淡水真珠養殖試 長主

琵琶海陸イタチヨクガイが府下港総において策対するか否かは今後の研究にまたねばなら

30年から開始したイケチヨクガイiftfill拭験と平行して 31年度から答昆Jr!11i：，魚／J.}ないが、

において試験的に淡水f；献の後殖を印、こ OIH業の可否を検；｛すしようとするものである。 ζ

の試験はなお紋枕されているが32年3刀までの経過を報告するものである。
＊＊＊本材料料＊本2神
＊ 本

主試験妥領主
：同＊草学同＊ネ＊本＊＇神

(l) 期間 、t

' 昭和3ユ年5月から 32年 3月まで

告訴え母具

錨縦イケテヨクガイ（3l年4Ji峨〉をtff：魚池⑮に哨蛾し所地だけ附

（局）

げ施術しTこ。

2620坪〉

10 0坪〉

（松J俣土留、底質よ出二、

（松反土留、底＇tfiJ凶二、

池

池

使用 池

成
仏
…

乙

7

j

h

長

幸

t3) 

＠ 
till術方法

砲術J倒firj

5Jj 7日から5)]31日まで

（会）

（イ）

（ロ）錨術部位、以核の大きさ及び縄入信ffz

包） 1IT€ 外装映中心部、母具1似当 6～ 14個、母具の大サにより適宜加減した。主長

エ.3分玉（90 

血g）、 1.5分玉〈ユ 6Omg）、 i手長ユ似当6～ユ己創母具の大.1J、により適宜加減・

した。

緩0守外套政令心部及。~，i去脱輪辺部、ユ分玉（4 0皿g）、_, Cb) 有

2.5分玉（550～ 6 o Omg）各母貝にユ個あて挿入内臓払般的cJ有

.... ~. 
垂下方法(5) 

下

指ix池の一部を利用し末ロ 2.5寸、長さユ 0尺の杭と、工.5寸角の角材をもって倒を

つくり 1.5X 1.5×0.4ての針金製能〈コールタール染〉ユ個当り約ユ 5fi自の施術具を

Ag 旬）筏

に垂下した。入れ綜鞠で垂下した。なお一部は同様の方法で税魚崎

4
－
 

ハU1
ム

下歪俸ヤ）



ピニ

ールの紐を過して硬if!地化ビニーノレ棒（径0.5寸長さ 3尺、中空両側対者ずでそれぞれ8

仰の六が3～3.5寸毎にある〉に結びつけ綜オ網で.$JU<r池①の笠木から£尺時雨で次の

区分でIi!下しむ

をあけ約己時IHl放廷後手術を行い、母員長交政後部の翼 ~Xff＞にドク Jシで径 5aa,;:) 

4-jtlf 

2述

1述

1述

計16飽〉垂直得支部〈同WJ8個包j

8飽）霊・直

計10偲〉笠直

計bJ 各段交互〈ド郁trJ41'1¥J 

一殺おき（両OliJ5侶

各段片仮lj（片Ms悩

(c) 

(d} 
，、・h ・，，， 

8イ国）水平

(d) 

-J I l L 
江.5尺

::_::f; i"'~r--h"ili u:j員長；fごri二二ーヰミ7：：：よ
ii ’ （） :~. C，じ ＇］（.：＇）（）

Lつjト：
'. 'i＂＇、

両氏刷じヒ乙ーλ俸

む）

一
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」

＼

、
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(b) 

(6）調査ゐ－法

付）発死故調査

1～£ケ月毎に予告死欽を調べ妥協モf!ej体は除去したo

(o）真説形成j厄足調査

6ヶメ］毎とし才1回3ユ年ユユ月ユ 5目、示2回 32年 5]J15日t予定〉
ネ＊＊ネ＊＊＊＊本＊平＊キキ＊

j結果 j
＊＊＊本＊司i<＊＊＊本本＊￥本

ω発死率

, 

この成絞は才ユ表のとおりで1l月6日に真珠形成状況を調べるためー

部を標本とした後期是347個、有核0守12＠入金勾32仰を伐し’他は府下織自に配

布したが当養魚場のものについては以f恕2年3月10日に至るまでユ倍の発死も見ら

れなかった。
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戸

れ表徒主：下におけるぬ術貝多続攻況

施術

種類
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叫
刈

l
則

H
A
F
h
山

ふ

5

日
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～

3
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8

m

l

・

『
h

u

R

U

R

U

接

日

内

向

一

一

実

無

有

有

(b）棒垂下 重直にしたものを決し汚か2:>r頂にき’l段以下示8段とし丞下方法別に各段を

封殺すればやZ表。通りであった。衣料ァ3回自の調査時（8月ユ 5日〉のき統個数が

苧 1回目より減少しているのは多包百個体の脱落したためである。叩ちいぜれの方法にお

いても各段の差異は認められなし、

示a表棒丞下におけるllliFF:diJ明党結及び繕矧犬況

当弘、

丞国下i－捧垂下各段全部 tl.); 絡垂下各段交互 b) I ；｛密主下一段おき

予果数L司脱時叫5落E江数w絡4β1同1先5臼数「E局6E-: 内欽蕗[14脱刀ElfbB古＼数ii~~げ叩告さ「死3戸t主lj-l主g-{ 」EL同 脱，客数 泌死数

ふ己制脚Q :1-r~~～h河itf 18  0 3 3 2 2 2 己リ。｜ユ loo o 
五~ 8 l 4 41 ユ O 0 2 0 0 o ユユュ
38  2 2 23  3 312 0 0 0 0 1 l ! 2 0 0 
4 8 。。。

」） 3 3 ’っ" 
。。。ユ が0、， 夢‘ヲ、a ~ 。。。ユ l 

5 8 ユ ユ ユ 2 日 完 2 。。。己2 芯 一 一 一 一 一 一
6 8 l 2 2 3 2 β 2 。。。ユ ユ ユ 2 0 。。ユ ユ
マ 8 。。。2 2 2ミ 2 。。。l 1 ユ 一 一 一 一 一 一
8 8 。ユ 2 3 2 2 2 。。。ユ 2 h。, ’っ" 

。。。ユ ユ
！計641 5 13 14 19 16 16 16 。。 ユ0 10 ユ0 。。。3 3 4 

肉仁各垂下法の脱落数及び長惨f欽を此殺すれば・;y3表のとおりで明らかな差は認められな .. 
-・ ・』いカ瀦術具を全部の穴につけた場合脱落が多い傾向である。

示 3表歪下法刻脱浴及び鎚死状況

更さミご一、.！！.目 脱 洛 数 見 死 数ー4 - •• 

垂下方、． 日 6月14日＼8，可15日’ 10月18日6fjユ4日；8月ユ 5臼 oms日

各段全部 頭立 64 5 13 ユ4 1 9 16 ユ6
各段交互 盈2 ユ6 。 。 ユ ワ 10 ユ0
一段おき 盤 i ユ0 。 。 。 3 3 4 
各段片側 オ停・ 8 。 2 2 4 4 4 

98 5 15 1ワ 33 33 34 



'2）真珠形成状況

才会表のとおりの成fltであった。

ざア4表真珠形 成状 況

ふ｜景品川叫明良＝~揺す嬬誌づ店 考〕
無副総下｜主総也 I5 I 4 4 I 5 6 o I 8.8 I 1 1 2 I -1 

グ I // I混魚池①I3 I 341 35011ユ.3j 1ユマ｜ I 
-; i棒垂下｜ グ I 3 I 2 8 t 31 0 I 9. 3 J 1 0 3 1 ' 

8
一1
一ユ

ー

O
一
O
一0

8
一
0
一5

6
一
2

一5

1
2
1
4

一

8
一
2

一1

可
よ
一

考察

ω全般ヲU送球Zがおい別地跡麦手術までのj摘が短かかったたι班員がE常IC巨腹し

ていなかったことに起凶すると忠われる。昨年よさ強したi辻具が少数てすまあるが好成績を示

したことから考えて迎搬時期を早くすれ段歩留は向上すると忠われる。

(2）歩留i士無援t;i有後よりはる剖仁良好であり、有磁f~と有倒ミ）との差は殆んど認められな

＼ ， 

かつfζC

ρ）棒｝在下凶見詰個体が多いため正確な泌死率V.t弓羽であるが1m1E・下と大差はないものと思

われる。従って前述の方法による鳴しの被害はゐもどなかったのではないだろ 5かo又丞

下j国益法少くすることにより脱洛を或程関坊ぐ弱まできるが、穿引ρ部位及び時j切につい

て今後更に検討を加える必裂がある。

(4）丞下層のiIU克己よる治死率の差は本試験の範凶て’は現われなかったが紋低部が他局ζ つ

くよ5な状態であれば差異カ立志められるかも知れない。

(5) ff鐙下、棒垂下とも鎗死の絞も多いのは施術後1ヶ月間で以後姥死したものは僅かであ

った。

(6）真珠彩成状況は採掬ま民が少ないため断定を下し得ない別！悶if?JIC推移しているものと思

われる。又霊下方法による差異は著しくないと考えられる。

く担当 金井利次、加藤喜久也〉
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，最

y ナ品種改良試験

府下内水［信義司自立喋の大部分を占めるカワチプナは明治末矧より優良品砲として育成され、

抗来その成長・の良好なことを誇っていたものであるが近時成長l支の低下が憂慮すべ会問題と

とて表而化している現状であるc

この対策を講ずるため昭和 26年度からカヲチプナ、琵琶湖産グYゴロクプナ、ニゴロ及

びこれらの交記訟につき封殺識iを行ってきたが成長皮については適当な試長短也にJ恵まれず

結論の借ないまま中断の状態にあったので、疫反川安魚場の完成を契機に 30年皮から再び 、
本試験をはじめカヲチプナとグンゴロワプナ、ニゴロの佼劣を上b＂皮した結呆 31年度にいた

り品秘改良についτの若Fの指針を似た。
不特＊＊料＊梓料暗

号試験要領 3
キ材料料料＊辛料＊

(l) j切 i司

院蔚J3 0年 5月から 31年ユ 2月まで

(2）使用税魚

才ユ衣のとおりであったo 採引は人工受付によりいぜれも 5]J24日に行つ式こO

才ユ，丘 Vt魚制定値
I! ・－・一ーー－

l~:.J ι1 長E 性別 足数 平均を長 平均!lU止判官巨
採卵場所

♀ 
ー・・ー『

包'JiJ

110 8 jJ ワテブす ろ
ユ 39ワ 2.42 弓i{}11市イdii'{

2 β3 5 2 5 0 2.5 9 孟l}；ミ川淀；（なら

f !~ 
32ヮ 6β0 2.6 8 滋賀県草津市右．那

グジゴロクプナ
乙6~ミ 30 0 2.6 5 全 上

38 8 943 3.06 全 上
ニゴロ

2 23 ユ6モ士 3.0 5 全 上

(3）使用池

持明り也.（1') 1.5坪 コンククート造－ 3商

30年5月から全年6月まで

男椴j脳勺 3.0坪 コYク3ート造 3 lfrj 

30年6月から 31年3月まで

稚1秘① 110坪格佼土留底主主泥土 1国

3ユ年3月か.？ 透デ手ユ兄月まで

(4） 試験方法

-108ー
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，戸・

ff) 3 0 ｛手6月27 El矧七池似るら各極郊の枇魚を取-t11げた際各占己主1(30尼崎！本をと

って後矧凶総)1c40 0尼あてえをさ等i特・i仁し放う守した。

や） 3ユ年3月9日長断U也k炉ら取掲げ各主改日毎25尼につま、空気中の耐久力を比較

した後標本とし他は様識をつけて稚魚池⑪ζ 浪花した．放長時の（12時〉の気泡

8.5 o c、 オ伝 8.20 cであった。

標識まビニール紐（径 l.5D中空〉を月Jい背びれHiJの；，~r~鮪~~に通しで宕び、魚体損

傷部をアルコールで殺菌した。椋識放長を行った各品訟のj：己t-:Z及U標識の色は次のと

おりであつむ

一一 ゴロ

80足

8 OJ( 

6 OJ& 

黄

赤

古

メl ワチプナ

グンゴロクプナ

~~ 3 ］年ユ 2月 3 日枇魚池①を排水し£i；~ を~指デ再び空気中の耐久力比較試験を実

犯した。

子）標本f~主立てば 30年ユ OJjまで約 1ケIJ毎、その後は奴隷次元時と取揚時に行いホル

マPYで固定した後会長、体長、付与向、庄司を測定したo

ft）投｝μ｝iまユ OE寺とユ 5f/きの 2i~とし銭 L4のない範凶でJfSt与えた。

結果

ω成長 l立

見守化計休｝ζ放持した各会 OOJ己はその後ti本としてワ 5J己探耳えしたが3Jj9日取仰を

の残存数はカヲチプナ、グンゴロクプナみユ 05足、ニコ・ロ 85足に減少していたo 又

ti識放完治・＇土 9勿後の取締時にはカヲチプナ 33f言、グンゴロワプナ30足、ニゴロ 34-

足でお1識の脱落したもの 9J忌であった。 Ii朕状態l土宇 2去のとおりであった。

,,, ... 

包~ Cl 

0.ュミ
lilll 

3 a 6. 2マ 30 2 0.4 3.ユ 30 2 o.9 3.3 O 20.ワ

／／’7. 30 25 4 0.4 1.29 2.5 25 44.3 1.ワ3 2.6 25 35.0 0.89 2.ワ

u 8. 3ユ 25 5 3.0 2.68 2.5 25 5ワ.13.1 2 2.マ 1.マ9 2.8 

グユo. 3 25 6 1.6 3.9 7 之.5 25 ~ρ乙 ～.9 
3] 3. 9 25 7 5.0 0.81 2.5 25 5 64.8 4.69 2.9 

.J 
ul2. 3 33 ユ91.911556 2.5 30 ユ28,9315マ2.9 4 1-32.8 3 2.35 2.91 
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即ちSf]3ユ日まではグシゴロクプナが最大で次いでカワテプナ、ニゴロの J：涜であり以

後はカヲチプナの成長が良〈翌年 3刀9日の蹴放養時にはカワチプコヘグンゴロクプナ、

ニゴロのjl民となったが前二者。若はまだ僅かである。しかし 12月3日の串持時l・t.カヲテ

プナポ昔・しい長11i.x＊－占を示しグシコ・ロクプナとニコ・ロは殆ど差がなく体溜仁おいていぜれも

カワチプナの在以下であった。

次に体おについてはカワチプナは親子とも蚊も高く、グンゴロクプナはあ枝川：ニゴロの

それよりど6いにも拘らず子の代においてはユ年目までは差が認められたが取揚時にはほぼ

同程度の値を示した。

(2）空気中における耐久力

包j 示lJ司試験（31年3月 9日から 3月ユ Z日まで〉各品種25足を木綿仁収容し 5時

i訂後 (1回目） 8時間後（2回目〉削除しユ0分後、日時間後、 24附般の生存個

体を調べた0 2回殴つ試験はユ回目に用いたのと同じ個体で充分回復をまって行った。

その結果は才 3去のとおりであった。

や3手長 空気中の耐久力出安〈推魚〉

5 I時 1HJ 8 時 I肖

庁間 1 0分自1121時間： 2 4-!l寺j司 ユ0分間j 12時間 I24時flfj

ヵワチプナ 2 JI 25 ｝己 25 足 1 4-尾 26§ 

グシゴロクプナ 25 局長 25 3 ？ 

一一 ゴ ロ 25 25 2 5 !! ユZ 18 

j主心政字は主存似体数であるが仮死及び異常遊泳は今的ない
＠ 訊験j切問中の午前 10時における平均気昂 6 °C 

2 兄見

20 

25 
．一・

即ち邸寺間放iiiでは異常はないが 8時！HJ放置した場合カヲナプナには鱗下に出血して

いるものが見られたが他のf.{1.にはこのよ3なことはなかった。回復に要する時間は方ヲ

チプナとニコ・ロが短くグンコ・ロクプナが最も長時同を妥した。

各 25足の5ち24時HJJ後の生存個体はニゴロ 25足で最もよく次いでカワチプナ22

足、グンゴロクプナ 20足の！；貨で他は必死した。

（国 立，B期試験 (31年lZ月 3 日から 12)38 日まで〉各＇~重25尾を1 0とユ 5尾

の2詳に分ちそれぞれ木箱回収容して放越し 5時間（1回目〉、 8!f，訴前（2回目〉、 12

時国くZ回目〉経過後注水し10分後12時間後、 24時間後における主存個体を調べた0

6悼むなは才ユWJと刷じ安傾でl、足、 3図ともi雨ー魚を用いたが始死したニゴロ 1尾は

補充した。その手記某は争4去のとおりであった。
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料表空気中の耐久力i域〈成魚）

1 0 ユ0

l 5 l 5 ユ5 15 10 1 5 14 

グジゴロワC1 o) ユ0 ユ0 l 0 9 1 G l 0 4- 0 5 

プ ナく15) ユ5 15 ユ5 14 10 ユ5 。 6 6 

( 1 0) 1 0 ユO l 0 g g 9 3 。 υ F” 

一一 コロ〈ユ 5) 1 5 ユ5 11-j 1 5 8 I ユ5 15 5 8 
ー－-lo.－－・－’情」

詰 試験期/HJ中の午前ユ Oil寺における平均気温 8.5°c

却ちJtd盛時間が5時!Li］の場合には各科とも影響はなく 8時間］のI!寺はカヲチプナには異

常・が認められないが他は仮死飽体が現はれね工£時間ではカワチプナに於ても異常

遊泳ο{l}j{本古認められた将t1もなく回復しグジゴロクプナ、ニゴロにおいては約半数が

諾死しお

考祭

(1）カヲチプナの成長・が最も良好でグンゴロクプナ、ニゴロははるかに劣り又その成長に

著しい差。現われるのはZ年目からである。

(2）グyゴロクプナとニゴロの成長を比佼すればユ年目まではグンゴロクがまさり忘年目

においてはニコ・ロの方が良く取拐符；，こはほぼ同起皮切成長をとけzていた。

む） ｛本誌•ji士カヲチプナ最も高くグY ゴロクプナとニゴロの問には切確な芝方立克はれなかっ

六h

(4）空気仲のi討久力は 5時間以内ならば各cfirffff枇魚成魚とも長婚はなかったが、成魚では

魚体。大・.1］、が著しいため一概IC論じ得ないがカヲチプナが最も強くユ 211寺！旬以内であれ

ば殆んどt/31静まないと考えられる。とれに反しグンゴロクプナ及びニゴロは8時間が

限度と忠はれる。稚魚についてはニゴロが他の2品種より梢々まさっているがそれにし

ても 8時間放濯するのは卸会て・ある。

又水中に戻してからの回復は稚魚よりも成魚の方が速やかであった。

お）空気中の耐久力については気温その他に関係があり実際運搬にあたっては上acf-)結果

をそのまま当てはめることはできないので更に今後の研苅ιゆだねることにする。

（旬以上枝宗合するに琵琶初産グYゴロクプナも長年月の向休二梢当S:J住が市つれ品質が低

下したのではなかる5ヵ、又カワチプナははるかに侵れた品種と考えられるので今後は

-lllー



jJワチプナ：・こついて陣献を行3計画である。

cm当 渡辺道郎、丸 !.IJII日ニ〉

ヨイ及和金』ζ対する酵母の餌科試厳

パルフち怖の餌科識については既に献水産大学を始め主文部呆水産識婦が述絡のもと

にニジマス、アュ、クナギについて試験されているがコイ、キYギヨ等についてはまだ行わ

れてい恥の持減！・製活者の東洋紡総から依籾を受けこれに沼乎い試験期！日jをこj切に分け示

→羽は古仔安成、才二J羽は秋f子完成の期間に災施することにした。
さ『・本材料材料料料料弓ア

お←→羽 TH子安成予
主軍将￥料判明料不平守科

主1. 試技婆領3
Z与平不＊了承平本布市￥コド手平平市平半

（ユ）供試設首 コイ毛仔（1尾平均0.012匁〉

不ぽE羽子（lJ孟平i手gO.08 6匁〉

(2) 式~［：！月Jill 3ユ年6月13日から 7Jj 2ユLIまで（投降40日間〉

（司使用地 丸tit?也（3坪） 6両内3ff!iにコイニt｝｛子色 1000足あて、他の31訂に和

金モ仔各L00 q己あて放；淀

(4）詞師及び投師法 R己割合に成合した乾除附qを予じめ4!111rrし毎日投餌HU熱湯・をもって

&r妥泣を絞り、ユ時間放還後省J出え投G号制仁入れ与えた。なお毎日投fW:H砂支餌を拘ベニ各地

ともに潟ヰのなくなるよ5投鮮を加減しむ残餌ot,g合は再び乾践して拝盆しむ

i持料羽合

区 分 脱脂サナギ 米ヌカ 仕上ヌカ 酵母 沈澱粉
-・-- 陶酔司・・・・・・・・・・・p a・－・・・． 

対象区 50% 2 596 2 596 一% 一%

話験ユ区 40 25 25 1 0 一

u 2区 40 ! 2 5 20 1 0 ユ0
－一・ E

n
F
 

『ムー
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、
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本＊本＊＊本市本本＊＊＊＊＊＊
ネ ー
ま試験経；邑 f 
宇＊ネ＊＊＊＊＊＊＊＊＊本本＊

養成 l戎結

対象区i渇免1区！試験2区 ，附象区 i試験 1区 試験2区

34. 1 3 1 3 2. 6 3 I 3ユ.42 3 4.13 I 3 2. 6 3 31.42 

3 7・.5 4-7.4; 48.0 37.5 4ワ.4 480 

稔｝毛数 羽始時I1 0 0 0 1.0 0 0 1.0 0 0 1.0 0 0 1.0 0 0 1.0 0 0 

ti9 供了時マ54 ! 8 6マ 848 503 617 61 6 

総体重開始時 10 2 10之 ュo2 86 86 86 

(Q") 終了時 639 6 84 61 4 ワ51 ワ88 833 

平均体歪tm始時 0.10 2 0.ユ02 0.10 2 0.0 8 6 0.0 8 6 0.0 8 6 

主）終 了時 0.8 4マ 0.マ90 o.ワ24 工.493 1.2 7 7 工.35 2 

制 t餌i旗 j 1.γz 1.7 2マ l.6 6 4 工.00 5 0.9 9 8 0.9 61 

成長比開始時 10 0 100, 100 100 ユ00 100 

く体fa)終了時 83 0.4 7 74.5 '7 09.8 エ.736.0ll.4 8 4.9 l.5 7 l.] 

増肉系主 3.2 0 2.9 7 32 5 ユ.5l 1. 4 2 ユ29

減耗報｛ 24.6 l 3.3, 15.2 49.7 3 8.3 38.4 

す1Kるp併i1ず半，1.：出BC:'.!2航』 3.20ユ1 1・106 156.o o 5 6.6 6 6ワ.40 61. '1 

I 1京色変化お : 64.2 644 ワ0.5
I 

一•－•• r--- －ー一

コ イ 毛｛子 i：不fl 金 毛仔

f.£.1.休 がj、さいたよ沈仁滋織を必合した；.：！ぷ β区は誌’；ι沈左翼粕だけがえしていたp スマJ:Icp匂

から自制：絞去袖とも数、日にわたりるを死・t;ミJ,tJ‘ったのコイ、和金ともユ足当りの成長度は

対象区がJはも良かったが取長持€2止においては対象区が設も ｝t；かった。歩：究り平においても対

i＜広が蚊もj~J く試験ユ区が最良て・あった。和金の体色刻むは試験2区がi誌も良く対象区は個

体が大まいのに最もi昼、、
キキ＊キホ＊キキ＊本草草烹

3考察3
料水事料材料事桝

才一J羽織においてi批潟紳士伐とんど摂取されておらす沈澱粕の餌科効烈は不明であり、

戸 更に試験中の叡砂く特に総叫しく従って試験繰の数値の信頼度を低くめたことは

遺憾であった、

日3安部？
i試験要 領3
キネ＊＊＊＊寧キネ＊ヰ二本ネキ＊ネ・

(1）供試極首 コイ稚魚（ユ尾平均1グ48g）各池 2.00 0尾あて放養

3
 

1

－
 

1
 



(2) 試験｝羽問 3ユ年9月6日からユ 0月25日までく50日間〉

(3）使用池 育仔持i必也（コンク3ート造 30坪水i架2.5尺J 3耐

（叫謁斜及ひ我白紙 才一j切の場合と同種の餌料を次表の剖合i仁混合しだ乾鰯持料を予じ

め準備し毎日熱湯で絞り、 1時間滅後午前ユ 0~鍛係金で与えたの残部に女付る拾逗は
前・回と同Go

餌；持制合

区分 ！脱脂ナナギ 米ヌカ i仕上ヌカ

・事・不＊・一市

試験1区

u 2区

一句j－王山・不け市川』キfi
＊－・・平

料経山町小川A

VF4－一・￥

的剣山

L海軍事車五

いvh
EEP 

決 分

、、

｜給足数

i弓

治体重

｛回
平均｛本選

包）

平均体長

くα吟

樹党餌i註ω
成長比

（体這〉

増肉系数

減耗率Q6)

5 096 

45 

45 

港口町
－v事

3096 

2 0 

2 0 

魚種； コ

餌料 i対象区

組蛋白出90 3 4.0 5 

ユ勾当価給 3マ.2

開始 n寺 2.0 G 0 

除了時 工.66 6 

!~H Mi I！き 3.4 9 6 

終了時 }4.5 9 7 

i出始時 工．マ5

終了時 8.マ6

開始時 3.7 

終了持 6.0 

25.ユワ， 9

1}11 始時 1 0 0 

終了時 5 01.3 

2.2 7 

16.マ

ユ瓦戸曽霊i弓安：』
84.4 4 

る餓輔自）

2096 

1 5 

ユ5

試数1区 試験 Z区

3 3.4ワ 31.5 3 

48.2 41.7 
－・ードー』ーーー－一ーーー回ーーーー一’

2. 0 0 0 2.0 0 0 

1.マ39 1.6 4. 8 

3.49 6 3.,19 6 

15.6 9 8 ユ5.0ユマ

ユ.75 ユ．ワ 5

9.0 3 9.ユユ

3.マ 3.ワ

6.3 6.3 
一一』

25.03 9 24.4 6 4-

10 0 ユ00 

516.4 52工.3

2.05 2.12 

13.5 ユマ.6

9 8.8 1 8 8.4 0 

減耗率は 1区が最低・2区が最高であるが取揚総量は 1区が叡・高で対象区が段位であった。
成長比は 1区B区には差枇く対象区が最も惑い。残錦量については対躯 1G受餌が認め

られたのは働ミ 4 日だけであるに反し E区、 2区は~ヒ毎日残量〈主として沈誕紛があり、

ーユ工会一

、．、
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特にZ区において著しかった。餌it費はコイ稚魚の伝絡を貨当り 1.00 0円として考えれ

ば薄手を混入して採算がとれるものと認められるの
＊本本＊本主＊＊＊キ＊本＊キ

｛考察：
＊本＊＊＇事事＊本本市平＊＊＊

最近各地で行われている試験結非民よりアユ、ニジマス、クナギー等の側ヰに酵母添加の効

架δ：認められつムあるが、これら高価な魚のろえならずコイ推定1.においても醇母を使用する方

幻戎積良く経済白界も梢有利であると考えられる。然し乍ら酪予をWH4として実用化するに

は価格。商でなお難点があるように思はれるし又その泌合率についても更に検討を加える必

主がある。

次に沈減自については残存されたものが多く事旋の価格では少くとも玖仔養成までの期間

においては余り適切な餌料とは考えられないがただにつなき：Jとしてのえ1.Btfも或る程度認め

られる。

（担当 渡辺道郎、丸山 l町二〉

、．
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技 術改良普及事業

先達漁船漁業技術改良普及事業

昨年度に準備した建網漁莱技笥；研究は‘・4月から漁WJに入ったので実地繰棄を開始した。
本本本本￥平本＊＊＊ネ＊＊車率キキ＼ ・--, .. -－－－・

j研 究方法3
＊＊＊＊＊本＊＊キ＊＊事＊＊本＊事

先達漁船を絹の色合いによる漁獲比較研究絃と浮子研究班のZ班に分け．本場より貸与した

着色況及び塩化ピニリデγ洋子をそれぞれ自分の持網の中にラソダムにi世話して操業した。

投網終了後、天候、風向、風力、潮抗水温、水深、底質、の観測を行い、揚網に当つては ＼ 

は各網毎の羅網魚f:J主体長、経網位置を野怖に記入し帰港後、次の諸・点につき研究協議を行

った。

A，クレモナ洞のぬ具仕立法の研究並びにその経済効果

B，従来のクレモナ外絹とナイロ γ外伺との緊沼状況の比絞研究並びにこれの経済効果

c，塩化ピニリデγ浮－子使用の絹については網仕立法、並びに網成りの観察研究

D，着色絹の綴絹比較研究については魚積知人色5JIJの緩約率について
i林山林材料＊＊＊~
研究結果

本＊本＂＇牢本平＊本＊事事ネネ＊＊本

(l）付属・柘綱類のクレモナ綱転換については

付）結納が湿浸時に硬く乾燥時に柔軟になり操作し難い点もクレモナ綱は乾役時、湿浸

時共に硬く操和：し易い．

（ロ）綿綱は長期の使用により細くなり且つ腐敗するため破断事故が往々起ったがクレモ

ナ綱は全然細くなることがなく腐敗しないので試験操来羽問中も破断事故は全くなく、

今後相当長期の使用に耐えられると思まつれるので、経済的にも非常に宥和jである．

十オ クレモナ綱は使撚りのもの程吸水時には収絡が大きく、網仕立てに当つては工 0%

程度の収絡があることを見込まねばならなし＼す材先クν砂納の使用に際し 先づ

3回程撚を加え一晩真水に浸け引揚げた後充分に仲延し1割程度の余裕を見て網仕立

てを行う。

（ニ）クレモナ綱並びにナイロ γ外網を使用した網は従来の綿綱綿及びクレモナ外網を

使用した締こ比較し海水中における比重が軽いの・で縞仕立てに当つては従来漆惇子が

一握り 13～14体て・あったものを一極り 22本程度の細さの浮子を使用し沈子は従

来1.s匁のものを2.2匁程度の重いものを使用した方が良いように思われる．

一工工6ー
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(2）外網のクレモナ網とすきや畑中制との漁獲比較研究fこついては、従来ほとんど羅網しなか

ったグチ、チヌ等が羅り、ナイロ γ外網iま漁獲が非常に良好であることが判明した。

(3）網仕立てについて従来沈子方は、内網、外網共沈子主張籾に結び付けているが網の損失も

あり最下段の内治主轟になり難いので側網を一段付加し内網の最下段は外網の下段でおさ

えるようにした方が良いように恩われた、叉縦自の絹地は締結を少しく外網の丈を短くし

て網をたるませた方が網成りは良いようである。

(4）塩化ピニリデγの試作浮子の操菜結果については漆浮子のごとく吸水による浮力の減退

は全くなく網成りは良好であったが、日光B暴露とクレモナ綱（浮子網）の収縮のために弓

形に腕曲し、操続土非常に不便があるので材質並びに加エについて更に検討を要する．

{5）着色網の色合いによる羅縞伏況の比較研究については（深目先遥漁船松本定ーによる）

（イ）試験日、漁場、底質、投五潟、揚網時間は、表1のとおり。

（ロ）魚種毎、着色網の色別、底質531.凝網率は、表2のとおり。

表工

一－

試験日 4月6日 ワ日 lO日 工3日 14日 l9日 2l日 22日 23日 Zワ日 29日 30日

漁 J;i 大池 大池 笠－国 大川 大池 友クお 大川 大宮ヶ且池． 京7，島 j取前 大池 大川

底 質 治藻 石丸磁 岩・務 設・諜 砂•｛挺 機 磁・渓 岩．磯 治．様 慈岩－ E詩岩・藻 岩・磯

7k 深 4 尋 4 尋 4 尋 6 尋 5 抑：－止， 6 i~ 5 尋 5 尋 5 尋 5 尋 5 尋 5 尋

投網時刻 4 時 3 時 l6時 l6時 3 ！吟

揚締時刻 マ時 ワ時 お0時 工9時 マi存

試験日
5月

工9日 2 O日 れ日 l26日 Zワ日

潟2：前日日協調空目前旦国民 2日 3日 i

l8日 一一』ー一ーー同－・一ー『ー

漁場 機プチ 書b・チ 港外 朗自可｜潟市I深目前 潟ヨ前 溺ヨ前

底 質 砂•ii業 砂磁 砂・磯 砂！砂 砂 砂・磁 砂． 砂．礎 砂.~ 砂・磯 跡事誕

水 深 30尋 35尋 6 尋 5 尋 5 尋 5 尋 6尋 6 尋 32尋 35尋 6 尋 6尋

投網時刻 工時 l4時 工2時 8 時 l6時 l6時 16時 16時 工4時 4 時 エマ時 工マ時

揚絢寺刻 あ時 翌5時 翌5時 lJJi寺翌些時 霊弘時 思時 事時 18f待工工時翌鋳翌生時

一一一 一一 ' ’ー－－－ー一回＿11,_＿＿』－－ーーー ・
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一 一 一一一一一一一一一

試験日
6月

5 日 マ日 8 日 9 口 工O日 ユ工日 15日 18日 工9日4日

漁 場 深日前 港外 瀬淵 瀬淵 瀬淵 瀬淵 瀬淵 瀬淵 瀬淵 瀬出｜

底 質 砂．磯 砂．磁 動機 砂・傑 砂・磯 砂 砂 砂．磁 砂・磁 砂．礁

水 深 6 尋 ワ尋 32尋 32尋 31尋 32尋 35尋 30尋 31尋 30尋

投網時刻 l＇漕寺 ユ6時 会時 4 時 会時 4 時 9 時 16尋 工3尋 工3時

揚網時刻 準時 翌僻 lZ時 12時 12待 工2時 工3時 翌ヨ蒋 翌5時 歪柱時

試験日 完6月ヤ日 28日 29日 30日 マ周
Z 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日工日

漁 坊 開前 ~Jf1中 得li可I~llfi中 ~I附1 制！ドp制！？中 制！？’中 潟ヨ前 関前 深i五百

底 質 砂・藻 砂 砂 砂 砂 砂 砂 砂 砂 砂 砂

水 深 4 尋 32尋 25尋 30尋， 30尋 28尋 30尋 之ヤ尋 4 尋 4 尋 4 尋

投網時刻 4 時
工6i手

16時 1 g;寺4 時 4 時 4 l待 。31~守分 4 民予 ~時句テ 4. i寺30分

揚網時刻 ほ3号0分 翌4持 翌生時 翠β待 ワ時 7 時 7 時 ワ時 ro守2分 8 民主 3亨
30分

マ月試験日
9日 工工日 エ5日 16日 1ワ日 工8日 19日 日1日 記2日 23日 兄ω時

漁 ’み喧：~ 鴻藷ぢ 鴻ヨ前 潟ヨ前 問前 湘前 潟:fF1可深印狩 深前守 深日mi関前 深日前

底 質 砂 砂 砂 砂 砂 砂．括主 砂 砂 砂 砂 砂

水 深 4 尋 4 尋 4 尋 4 尋 5え8-6尋 6尋 5 尋 6 尋 6 尋 6尋

投網時刻 3工g時分 3ユg時分 16時
1口時

3工回0分母 ~~t分守 ユ6時
工惇子

16時 1伊寺
より持Z

30分 30分 30分
語網時刻臨時懇l時翌崎製時翌似f・笠36分碍翌日寺務時思時翌必寺準時
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表 2

穴魚と＝；互＼一一＼賓＼亙J1淡褐出淡路藍色｜淡黄緑色｜淡初色i淡灰色i問色

種 機砂 1 桜 i砂磁砂！傑砂採！？砂邸！砂｜

メバノレ 2 9 0 3 0 24 0 0 ,1 工ワ工I3 

カ サ コ． 
53 。8 。65 。ol 4 。10 工 ？？ 

（ヵ・シラ）

／司

キジハ タ 3 。1 。？？ 。。。。。。。
（ア ク）

タ ナ コ 7 。。。ワ 。。。。つ 。。
一一一

ア フ フ メ マ 。。。2 。。。。。記 。
． 一一

（ノミリコ
4 o! 。。69 。。7 。13 。5 

一一ー
ツ L、 ギ 9 。。。3 3 。。工 1 

刀1 プ
。1 。。Q 。。。。 。

チ ヌ 。。。。ユ 。0 11 0 11 

フ カ 工 。。。1 。。〔） 。 。

7J レイ 類 ユ3 ，っ叫 11 工 l(,: ？？ 。8 2 マ

一

イ カ 48 8 1ワ ワ 66 28 。ワ4 工 50 工 52 

． 一一一
ti イ 9 。3 。6 4 2 22 。記l 記 23 
〈カスゴ）

〆‘
グ チ 2 。3 。3 。。9 。8 。。

一一
オ コ ゼ 6 。4 。5 。3 20 2 ユモL 1 18 

カ ワハギ
兄 。。1・ 4 。マ4tH4 44 ]3J 66 込4

（ コウベ ） 

=i チ 3 5 工 。2 3 1 7 3 ユ工 ヱ マ

一工19-
J 
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付着色納による窓綿犬況

(a）メバル、カサゴ（ガシラ）は底質ぬ藻場こおいて瀞品色、淡黄緑色綱、底質砂に

おいては淡灰色網の羅網率が良く、淡暗藍色絹は踏筒率が惑い．

伊）キジハタ（アク）、タナゴは締品色、淡黄禄色絢がやL羅綜捧が良く淡暗藍色網の

鰍号率は恐い。

(c) アプラメは底質耐こおいて淡褐色、底質砂におL、て淡黄緑色網の疑絹率が良く、淡

陪藍色．淡灰色柄の羅約率はm~い。

(d) アイゴ（バリコ）は淡賞緑色網の羅網率が良く、底質砂において淡灰色禍が羅潟率

がやLよし、．

(o）クヂメ（ツムギ）は底質総務場において淡裕弘淡黄緑色、砂において淡灰色網

の経絢率が良いが底質砂における務格色網の媛網率は恐い。

(f) ポラは淡黄緑色網の羅網~が良い．

(g）カレイ類は民賀線こおいて淡黄緑色、底究砂において淡灰色網の鮒隣が良い．

(h) カワハギ（コウベ）イカ、タイ（カスゴ）は淡視色、淡黄緑色網の経約率が良い．

(1) コチは淡灰色縞の羅網率が良川

( j) コノシロは淡灰色、淡賀誠色網の羅絢率がやL良いベ

(k) チヌ、グチ、オコゼ、エイ等は金色網共ほとんど問機に経絹し色の採択は行わない

ょうである．

( 1）廻遊浮魚については怒絹回数が非常に少なく、結治づけることはできないがカタク

チイワシ、アジ等は淡路藍色網に圧伊助に多く経釈していた。

（叫 フカは経網回数ボ少なかったが染色の淡い絹の疑約率が良かった．

(n）染色の濃淡による漁獲を比i貸すると各色共、淡い色が疑網率良く、神品色の場合は

水足石につきパーク1貫匁程度溶解し1回染した濃度が最も良い。

{6）底質及び地玖潮ぬ水温と魚の廻迎こついての相関々係は観測回数が少なく、未だ結 ... 

論付けることが困難であるので次年度に引続き研究を行う。

（マ）漁期中、漁場におけるプランクト γは次のものが特に多かった．

4月.... Ohae七oceras clan1cus Skeletonema oos七a七um

5月.. . . O ha.e七oceras subseoundua • Skele七onema cos七a七um.

6月.... Noc七11uoa So1n七1llans
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マ月．．．． Thalo.S1o七hr1x frauanfold11, 

Tha.las1o七hr1 x n1七zsohioides 

9月.. .. B ke le七onema cos七a七1um

(8）漁期のぬ拐におけるべY トス及び餌料生物については採集法に再検討の要があるので次

年度に引続き研究を続行する．

jすす:r涜
字率＊本＊＊＊＊ネ＊事＊＊＊＊本キ

（工）本事業実施以前は経済的余裕と習慣上全般に研究意慾少く一部篤糠家の研究を模倣する

に過ぎなかったが、本事業開始以来再々研究協議会を開催し網仕立て、魚群の移動等につ

いて積樹9な意見の交換を行...、グループの研究意慾は高まりつAある。

(2）本事業の研究結果に基づき新しい網の仕立てに当つては

（イ）附属鯛類はクレモナ納を道入している。

（ロ）外網も全部ナイロ γ網に転換している。

(3）従来カニ建網はナイロ γではカニ喰いのため経済上不利なように流布され約制を使用し

ているが研究会員の研究によりナイロ γ記lO d 3本、 5寸1分目で従来の3倍以との漁

獲があり補修にも主治いが出て抑制には経済上優位であることが判明したのでカニ建制

のナイロ γ嗣転換は目党ましし、ものがある。

（おl当 野中貞高柄数山本iぷ史）

漁船機関取扱巡回指導

水産技術改良普及事業の一環として水産機械取扱授術指導員が配置され、府下漁民に漁船

d崎に関する巡回指導並びに講習を行し＼これが取扱技術及び知識の向上をはかるものであ

。．
！指導状況 1

本府の漁船t詰まとんと~"/J~ 5トγ末満の小型船で漁船乗組員の機械に対する知識も低調で操業

不能になって修理する状態であるので、各機関の基礎的偽造、灘五取扱方法、故障の原因と

注意事項智こ主限をおいて本年度は延84回にわたり巡回指導を実施し、叉講習会を次のと

おり開催した。

一工Zエヶ
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議官会 IJH催状況

開催月日 開催場所 j守 容

ユユ刀 1日 泉佐野漁協 同燃機関取l"R言語習

1 1 ユ5 序和国 // // 

11 22 // // 定着陶芸j取総詩習

ユ2 。 出島 // 樹珂の総jむについて

ユZ 6 u // 定着通関取筏溝習

ユ；3 マ 岸荘臼 // ff＇撚機関取扱講習．

ユZ 1ユ 出店奇グ 'ifi着~：関Ifz-t，磁器官
ー

ユZ 25 岸有担 // 梯号構造について

ユ 9 泉佐野 // 内燃機関取fl；言語習

ユ ユ4 u // // 

2 8 決錨 // 樹型J緯足iについて

2 。‘〆 尾崎グ 内燃機関JR｛島常習
2 ユ3 －堺市グ i設［ijJf/t:iむについて

計 28 2 

（担当 川崎 香、好畠秀夫〉

・ー
、－

r -122ー

- －圃圃圃




